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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　端末が、多重搬送波を支援する基地局と搬送波管理手順を行う方法であって、
　搬送波管理に対する動作コード及び媒体接近制御（ＭＡＣ）制御拡張ヘッダに確認応答
メッセージの必要有無を表すポーリングビット（Ｐｏｌｌｉｎｇ　Ｂｉｔ）を含む搬送波
管理命令（ＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤ）メッセージを、前記基地局から受信し、
　前記搬送波管理命令メッセージの受信に成功し、前記ポーリングビットが１に設定され
ている場合に、前記搬送波管理命令メッセージに対する確認応答メッセージを前記基地局
に伝送し、
　前記搬送波管理命令メッセージの前記動作コードに対応する搬送波管理指示（ＡＡＩ＿
ＣＭ－ＩＮＤ）メッセージを前記基地局に伝送すること、
を含む、端末の搬送波管理手順実行方法。
【請求項２】
　前記搬送波管理指示メッセージは、前記搬送波管理命令メッセージによって特定される
ターゲット搬送波が信号送受信のために準備されたこと（ｒｅａｄｉｎｅｓｓ）を前記基
地局に知らせるために前記基地局に伝送される、請求項１に記載の端末の搬送波管理手順
実行方法。
【請求項３】
　前記確認応答メッセージは、メッセージ確認応答（ＡＡＩ＿ＭＳＧ－ＡＣＫ）メッセー
ジまたはメッセージ確認応答拡張ヘッダ（ＭＡＥＨ）である、請求項１に記載の端末の搬
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送波管理手順実行方法。
【請求項４】
　前記動作コードが主搬送波変更（ｐｒｉｍａｒｙ　ｃａｒｒｉｅｒ　ｃｈａｎｇｅ）で
ある場合に、
　前記搬送波管理命令メッセージに対する確認応答メッセージは、前記基地局のサービン
グ主搬送波で伝送され、
　前記搬送波管理指示メッセージは、前記基地局のターゲット主搬送波で伝送される、請
求項１に記載の端末の搬送波管理手順実行方法。
【請求項５】
　前記動作コードが主搬送波変更である場合に、
　前記主搬送波変更に成功する場合は、前記搬送波管理指示メッセージは前記基地局のタ
ーゲット主搬送波で伝送され、
　前記主搬送波変更に成功できなかった場合は、前記搬送波管理指示メッセージは前記基
地局のサービング主搬送波で伝送される、請求項１に記載の端末の搬送波管理手順実行方
法。
【請求項６】
　前記主搬送波変更に成功できなかった場合に、前記サービング主搬送波が不活性化して
いると、前記搬送波管理指示メッセージは、帯域幅要請を通じて前記基地局のサービング
主搬送波で伝送される、請求項５に記載の端末の搬送波管理手順実行方法。
【請求項７】
　多重搬送波を支援する基地局が端末との搬送波管理手順を行う方法であって、
　搬送波管理に対する動作コード及び媒体接近制御（ＭＡＣ）制御拡張ヘッダに確認応答
メッセージの必要有無を表すポーリングビット（Ｐｏｌｌｉｎｇ　Ｂｉｔ）を含む搬送波
管理命令メッセージを、前記端末に伝送し、
　前記搬送波管理命令メッセージが前記端末に成功的に受信され、前記ポーリングビット
が１に設定されている場合に、前記搬送波管理命令メッセージに対する確認応答メッセー
ジを前記端末から受信し、
　前記搬送波管理命令メッセージの前記動作コードに対応する搬送波管理指示（ＡＡＩ＿
ＣＭ－ＩＮＤ）メッセージを前記端末から受信すること、
を含む、基地局の搬送波管理手順実行方法。
【請求項８】
　前記搬送波管理命令メッセージの伝送時点に再伝送タイマーを始動させ、
　前記再伝送タイマーが満了する前に前記確認応答メッセージを受信した場合は、前記再
伝送タイマーを中止し、前記動作コードに基づく動作を行い、
　前記再伝送タイマーが満了するまで前記確認応答メッセージを受信できなかった場合は
、前記搬送波管理命令メッセージを再伝送すること、
をさらに含む、請求項７に記載の基地局の搬送波管理手順実行方法。
【請求項９】
　前記搬送波管理指示メッセージは、前記搬送波管理命令メッセージによって特定される
ターゲット搬送波が信号送受信のために準備されたこと（ｒｅａｄｉｎｅｓｓ）を前記基
地局に知らせるために前記端末から受信される、請求項７に記載の基地局の搬送波管理手
順実行方法。
【請求項１０】
　前記確認応答メッセージは、メッセージ確認応答（ＡＡＩ＿ＭＳＧ－ＡＣＫ）メッセー
ジまたはメッセージ確認応答拡張ヘッダ（ＭＡＥＨ）である、請求項７に記載の基地局の
搬送波管理手順実行方法。
【請求項１１】
　前記動作コードが主搬送波変更である場合に、
　前記搬送波管理命令メッセージに対する確認応答メッセージは、サービング主搬送波を
通じて前記端末から受信され、
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　前記搬送波管理指示メッセージはターゲット主搬送波を通じて前記端末から受信される
、請求項７に記載の基地局の搬送波管理手順実行方法。
【請求項１２】
　前記動作コードが主搬送波変更である場合に、
　前記主搬送波変更に成功した場合は、前記搬送波管理指示メッセージはターゲット主搬
送波を通じて前記端末から受信され、
　前記主搬送波変更に成功できなかった場合は、前記搬送波管理指示メッセージはサービ
ング主搬送波を通じて前記端末から受信される、請求項７に記載の基地局の搬送波管理手
順実行方法。
【請求項１３】
　前記主搬送波変更に成功できなかった場合に、前記サービング主搬送波が不活性化して
いると、前記搬送波管理指示メッセージは、前記サービング主搬送波で帯域幅要請を通じ
て前記端末から受信される、請求項１２に記載の基地局の搬送波管理手順実行方法。
【請求項１４】
　多重搬送波を支援する基地局と搬送波管理手順を行う端末であって、
　前記基地局から制御信号及びデータを受信する受信モジュールと、
　前記基地局に制御信号及びデータを伝送する伝送モジュールと、
　前記受信モジュール及び前記伝送モジュールと接続し、前記受信モジュール及び前記伝
送モジュールを含む前記端末を制御するプロセッサと、
を含み、
　前記プロセッサは、
　前記受信モジュールを介して、搬送波管理に対する動作コード及び媒体接近制御（ＭＡ
Ｃ）制御拡張ヘッダに確認応答メッセージの必要有無を表すポーリングビット（Ｐｏｌｌ
ｉｎｇ　Ｂｉｔ）を含む搬送波管理命令（ＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤ）メッセージを前記基地
局から受信するように制御し、
　前記受信モジュールを介して前記搬送波管理命令メッセージの受信に成功し、前記ポー
リングビットが１に設定されている場合に、前記搬送波管理命令メッセージに対する確認
応答メッセージを前記伝送モジュールを介して前記基地局に伝送するように制御し、
　前記端末が前記搬送波管理命令メッセージによる搬送波管理動作を行うように制御し、
　前記伝送モジュールを介して前記搬送波管理命令メッセージの前記動作コードに対応す
る搬送波管理指示（ＡＡＩ＿ＣＭ－ＩＮＤ）メッセージを前記基地局に伝送するように制
御する、搬送波管理手順実行端末。
【請求項１５】
　端末と搬送波管理手順を行う多重搬送波を支援する基地局であって、
　前記端末から制御信号及びデータを受信する受信モジュールと、
　前記端末に制御信号及びデータを伝送する伝送モジュールと、
　前記受信モジュール及び前記伝送モジュールと接続し、前記受信モジュール及び前記伝
送モジュールを含む前記基地局を制御するプロセッサと、
を含み、
　前記プロセッサは、
　前記伝送モジュールを介して、搬送波管理に対する動作コード及び媒体接近制御（ＭＡ
Ｃ）制御拡張ヘッダに確認応答メッセージの必要有無を表すポーリングビット（Ｐｏｌｌ
ｉｎｇ　Ｂｉｔ）を含む搬送波管理命令（ＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤ）メッセージを前記端末
に伝送するように制御し、
　前記搬送波管理命令メッセージが前記端末に成功的に受信され、前記ポーリングビット
が１に設定されている場合に、前記搬送波管理命令メッセージに対する確認応答メッセー
ジを前記受信モジュールを介して前記端末から受信するように制御し、
　前記受信モジュールを介して、前記搬送波管理命令メッセージの前記動作コードに対応
する搬送波管理指示（ＡＡＩ＿ＣＭ－ＩＮＤ）メッセージを前記端末から受信するように
制御する、搬送波管理手順実行基地局。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　以下の説明は、広帯域無線通信システムに係り、特に、多重搬送波を支援する広帯域無
線通信システムにおいて搬送波管理手順を行う方法及び装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　既存の無線通信システムにおける基地局は、一つの周波数チャネル（または搬送波）を
支援する一つの物理層（ＰＨＹ）エンティティ（ｅｎｔｉｔｙ）を有し、一つのＰＨＹエ
ンティティを制御する一つの媒体接近制御層（ＭＡＣ）制御器を備えることができる。ま
た、一つのセル内でＭＡＣ－ＰＨＹエンティティは複数個存在できる。任意の伝送時間間
隔（ＴＴＩ）の間に一つのＭＡＣ－ＰＨＹエンティティによって基地局とデータを交換で
きる端末を、単一搬送波（ｓｉｎｇｌｅ　ｃａｒｒｉｅｒ）支援端末と呼ぶことができる
。
【０００３】
　近年、同時に複数個の搬送波を通じて端末が基地局とデータを交換できるように、多重
搬送波集約（ｍｕｌｔｉ－ｃａｒｒｉｅｒ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ）のような多重搬送
波支援無線通信システムが提案されている。多重搬送波集約とは、既存の無線通信システ
ム（ＩＥＥＥ８０２．１６ｍシステムの場合はＩＥＥＥ ８０２．１６ｅ、またはＬＴＥ
－Ａシステムの場合はＬＴＥ）で定義される帯域幅単位の搬送波の複数個の束を通じて端
末と基地局との間にデータ交換を可能にする技術である。図１では、連続の搬送波集約（
図１ａ）及び不連続の搬送波集約（図１ｂ）を示す。
【０００４】
　多重搬送波支援システムでは、複数個の周波数チャネルが、一つの共通ＭＡＣによって
制御されるように構成されてもよい。共通ＭＡＣによって制御される場合、一つの搬送波
で伝送されるあるＭＡＣメッセージは、他の搬送波にも適用されることがある。
【０００５】
　多重搬送波モードの動作に関連する搬送波は、主搬送波（ｐｒｉｍａｒｙ　ｃａｒｒｉ
ｅｒ）及び補助搬送波（ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　ｃａｒｒｉｅｒ）に分類することができる
。主搬送波とは、基地局が端末とトラフィック及びＰＨＹ／ＭＡＣ制御シグナリング（例
えば、ＭＡＣ制御メッセージ）を交換するために用いる搬送波のことを指す。多重搬送波
支援端末であっても、一つの主搬送波のみを有するものと定義できる。補助搬送波は、端
末がトラフィックのために使用可能な付加的な搬送波であり、主搬送波で受信される基地
局の特定命令及び規則に従ってのみ用いられることが可能である。
【０００６】
　搬送波管理のためのＭＡＣ制御メッセージが定義されている。例えば、ＩＥＥＥ８０２
．１６ｍ標準文書では、搬送波管理命令（ＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤ）及び搬送波管理指示（
ＡＡＩ＿ＣＭ－ＩＮＤ）メッセージが定義される。基地局からのＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメ
ッセージによって主搬送波変更、補助搬送波管理（補助搬送波活性化及び／または不活性
化）、搬送波スイッチングを行うことができる。ＡＡＩ＿ＣＭ－ＩＮＤメッセージは、Ａ
ＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージに応答して端末が基地局に伝送するＭＡＣ制御メッセージ
である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　多重搬送波支援システムにおいて搬送波の変更、活性化及び／または不活性化に対する
搬送波管理手順に欠陥が生じると、基地局と端末との通信に重大な影響を及ぼし、場合に
よっては通信不能につながることもある。
【０００８】
　そこで、搬送波管理手順において、搬送波管理に対する命令及びそれに対する確認応答



(5) JP 5543595 B2 2014.7.9

10

20

30

40

50

が確実に行われ、搬送波管理命令による搬送波活性化及び／または不活性化の動作が正確
な時点に行われることが要求される。
【０００９】
　また、多重搬送波支援システムにおいて複数個の搬送波が共通ＭＡＣによって制御され
ることを考慮して、単一搬送波支援端末がより効率的に搬送波変更を行えるようにする新
しい方法が要求される。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記の技術的課題を解決するために、本発明の一実施例に係る、端末が多重搬送波を支
援する基地局と搬送波管理手順を行う方法は、搬送波管理に対する動作コード及び媒体接
近制御（ＭＡＣ）制御拡張ヘッダに確認応答メッセージの必要有無を表すポーリングビッ
ト（Ｐｏｌｌｉｎｇ　Ｂｉｔ）を含む搬送波管理命令（ＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤ）メッセー
ジを、前記基地局から受信し、前記搬送波管理命令メッセージの受信に成功し、前記ポー
リングビットが１に設定されている場合に、前記搬送波管理命令メッセージに対する確認
応答メッセージを前記基地局に伝送し、前記搬送波管理命令メッセージの前記動作コード
に対応する搬送波管理指示（ＡＡＩ＿ＣＭ－ＩＮＤ）メッセージを前記基地局に伝送する
こと、を含むことができる。
【００１１】
　また、前記搬送波管理指示メッセージは、前記搬送波管理命令メッセージによって特定
されるターゲット搬送波が信号送受信のために準備されたこと（ｒｅａｄｉｎｅｓｓ）を
前記基地局に知らせるために前記基地局に伝送されるとよい。
【００１２】
　また、前記確認応答メッセージは、メッセージ確認応答（ＡＡＩ＿ＭＳＧ－ＡＣＫ）メ
ッセージまたはメッセージ確認応答拡張ヘッダ（ＭＡＥＨ）でよい。
【００１３】
　また、前記動作コードが主搬送波変更（ｐｒｉｍａｒｙ　ｃａｒｒｉｅｒ　ｃｈａｎｇ
ｅ）である場合に、前記搬送波管理命令メッセージに対する確認応答メッセージは、前記
基地局のサービング主搬送波で伝送され、前記搬送波管理指示メッセージは、前記基地局
のターゲット主搬送波で伝送されるとよい。
【００１４】
　また、前記動作コードが主搬送波変更である場合に、前記主搬送波変更に成功する場合
は、前記搬送波管理指示メッセージは前記基地局のターゲット主搬送波で伝送され、前記
主搬送波変更に成功できなかった場合は、前記搬送波管理指示メッセージは前記基地局の
サービング主搬送波で伝送されるとよい。
【００１５】
　また、前記主搬送波変更に成功できなかった場合に、前記サービング主搬送波が不活性
化していると、前記搬送波管理指示メッセージは、帯域幅要請を通じて前記基地局のサー
ビング主搬送波で伝送されるとよい。
【００１６】
　上記の技術的課題を解決するために、本発明の他の実施例に係る、多重搬送波を支援す
る基地局が端末との搬送波管理手順を行う方法は、搬送波管理に対する動作コード及び媒
体接近制御（ＭＡＣ）制御拡張ヘッダに確認応答メッセージの必要有無を表すポーリング
ビット（Ｐｏｌｌｉｎｇ　Ｂｉｔ）を含む搬送波管理命令メッセージを、前記端末に伝送
し、前記搬送波管理命令メッセージが前記端末に成功的に受信され、前記ポーリングビッ
トが１に設定されている場合に、前記搬送波管理命令メッセージに対する確認応答メッセ
ージを前記端末から受信し、前記搬送波管理命令メッセージの前記動作コードに対応する
搬送波管理指示（ＡＡＩ＿ＣＭ－ＩＮＤ）メッセージを前記端末から受信すること、を含
むことができる。
【００１７】
　また、上記方法は、前記搬送波管理命令メッセージの伝送時点に再伝送タイマーを始動
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させ、前記再伝送タイマーが満了する前に前記確認応答メッセージを受信した場合は、前
記再伝送タイマーを中止し、前記動作コードに基づく動作を行い、前記再伝送タイマーが
満了するまで前記確認応答メッセージを受信できなかった場合は、前記搬送波管理命令メ
ッセージを再伝送すること、をさらに含むことができる。
【００１８】
　また、前記搬送波管理指示メッセージは、前記搬送波管理命令メッセージによって特定
されるターゲット搬送波が信号送受信のために準備されたこと（ｒｅａｄｉｎｅｓｓ）を
前記基地局に知らせるために前記端末から受信されるとよい。
【００１９】
　また、前記確認応答メッセージは、メッセージ確認応答（ＡＡＩ＿ＭＳＧ－ＡＣＫ）メ
ッセージまたはメッセージ確認応答拡張ヘッダ（ＭＡＥＨ）でよい。
【００２０】
　また、前記動作コードが主搬送波変更である場合に、前記搬送波管理命令メッセージに
対する確認応答メッセージは、サービング主搬送波を通じて前記端末から受信され、前記
搬送波管理指示メッセージはターゲット主搬送波を通じて前記端末から受信されるとよい
。
【００２１】
　前記動作コードが主搬送波変更である場合に、前記主搬送波変更に成功した場合は、前
記搬送波管理指示メッセージはターゲット主搬送波を通じて前記端末から受信され、前記
主搬送波変更に成功できなかった場合は、前記搬送波管理指示メッセージはサービング主
搬送波を通じて前記端末から受信されるとよい。
【００２２】
　また、前記主搬送波変更に成功できなかった場合に、前記サービング主搬送波が不活性
化していると、前記搬送波管理指示メッセージは、前記サービング主搬送波で帯域幅要請
を通じて前記端末から受信されるとよい。
【００２３】
　上記の技術的課題を解決するために、本発明のさらに他の実施例に係る、多重搬送波を
支援する基地局と搬送波管理手順を行う端末は、前記基地局から制御信号及びデータを受
信する受信モジュールと、前記基地局に制御信号及びデータを伝送する伝送モジュールと
、前記受信モジュール及び前記伝送モジュールと接続し、前記受信モジュール及び前記伝
送モジュールを含む前記端末を制御するプロセッサと、を含み、前記プロセッサは、前記
受信モジュールを介して、搬送波管理に対する動作コード及び媒体接近制御（ＭＡＣ）制
御拡張ヘッダに確認応答メッセージの必要有無を表すポーリングビット（Ｐｏｌｌｉｎｇ
　Ｂｉｔ）を含む搬送波管理命令（ＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤ）メッセージを前記基地局から
受信するように制御し、前記受信モジュールを介して前記搬送波管理命令メッセージの受
信に成功し、前記ポーリングビットが１に設定されている場合に、前記搬送波管理命令メ
ッセージに対する確認応答メッセージを前記伝送モジュールを介して前記基地局に伝送す
るように制御し、前記端末が前記搬送波管理命令メッセージによる搬送波管理動作を行う
ように制御し、前記伝送モジュールを介して前記搬送波管理命令メッセージの前記動作コ
ードに対応する搬送波管理指示（ＡＡＩ＿ＣＭ－ＩＮＤ）メッセージを前記基地局に伝送
するように制御することができる。
【００２４】
　上記の技術的課題を解決するために、本発明のさらに他の実施例に係る、端末と搬送波
管理手順を行う多重搬送波を支援する基地局は、前記端末から制御信号及びデータを受信
する受信モジュールと、前記端末に制御信号及びデータを伝送する伝送モジュールと、前
記受信モジュール及び前記伝送モジュールと接続し、前記受信モジュール及び前記伝送モ
ジュールを含む前記基地局を制御するプロセッサと、を含み、前記プロセッサは、前記伝
送モジュールを介して、搬送波管理に対する動作コード及び媒体接近制御（ＭＡＣ）制御
拡張ヘッダに確認応答メッセージの必要有無を表すポーリングビット（Ｐｏｌｌｉｎｇ　
Ｂｉｔ）を含む搬送波管理命令（ＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤ）メッセージを前記端末に伝送す
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るように制御し、前記搬送波管理命令メッセージが前記端末に成功的に受信され、前記ポ
ーリングビットが１に設定されている場合に、前記搬送波管理命令メッセージに対する確
認応答メッセージを前記受信モジュールを介して前記端末から受信するように制御し、前
記受信モジュールを介して、前記搬送波管理命令メッセージの前記動作コードに対応する
搬送波管理指示（ＡＡＩ＿ＣＭ－ＩＮＤ）メッセージを前記端末から受信するように制御
することができる。
【発明の効果】
【００２５】
　多重搬送波を支援する無線通信システムにおける搬送波管理手順において、効率的な搬
送波管理メッセージ伝送方法及び効率的な搬送波管理手順が提供される。また、多重搬送
波を支援する無線通信システムにおいて、単一搬送波支援端末の効率的な搬送波変更方法
が提供される。
【００２６】
　本発明から得られる効果は、以上に言及した効果に制限されるものではなく、言及して
いない他の効果は、下の記載から、本発明の属する技術の分野における通常の知識を有す
る者には明確に理解されるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】連続及び不連続の搬送波集約を示す図である。
【図２】ＭＡＣ－ＰＨＹエンティティの構造及び共通ＭＡＣを示す図である。
【図３】多重搬送波システムでの可用搬送波、割り当てられた搬送波及び活性化した搬送
波の関係を示す図である。
【図４】搬送波管理手順によるメッセージ交換を示す図である。
【図５】本発明の一実施例に係る補助搬送波管理手順において確認応答メッセージの利用
を示す図である。
【図６】本発明の一実施例に係る主搬送波変更手順において確認応答メッセージの利用を
示す図である。
【図７】本発明の一実施例に係る主搬送波変更手順において動作時間と再伝送時間との関
係を示す図である。
【図８】本発明の一実施例に係る補助搬送波管理手順において中断時間（ｄｉｓｃｏｎｎ
ｅｃｔｉｏｎ　ｔｉｍｅ）を示す図である。
【図９】一般的なハンドオーバー手順を示す図である。
【図１０】本発明の一実施例に係るハンドオーバー手順による単一搬送波端末の共通ＭＡ
Ｃハンドオーバーの手順を示す図である。
【図１１】本発明の一実施例に係る共通ＭＡＣハンドオーバーにおいてネットワーク再進
入時の端末の動作を示す図である。
【図１２】本発明の一実施例に係るハンドオーバー手順による単一搬送波端末の共通ＭＡ
Ｃハンドオーバーの手順を示す図である。
【図１３】本発明の一実施例に係る多重搬送波関連ＭＡＣ制御メッセージを用いた単一搬
送波端末の共通ＭＡＣハンドオーバーの手順を示す図である。
【図１４】本発明の他の実施例に係る多重搬送波関連ＭＡＣ制御メッセージを用いた単一
搬送波端末の共通ＭＡＣハンドオーバーの他の手順を示す図である。
【図１５】本発明の一実施例に係るネットワーク進入手順において端末の初期化動作を示
す図である。
【図１６】本発明の他の実施例に係るネットワーク進入手順において端末の初期化動作を
示す図である。
【図１７】本発明の一実施例に係る端末の機能ブロックを示す図である。
【図１８】本発明の一実施例に係る基地局の機能ブロックを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
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　以下の実施例は、本発明の構成要素及び特徴を所定の形態で結合したものである。各構
成要素または特徴は、別に明示しない限り、選択的なものと考慮しなければならない。各
構成要素または特徴が他の構成要素や特徴と結合しない形態で実施してもよく、一部の構
成要素及び／または特徴を結合させて本発明の実施例を構成してもよい。本発明の実施例
で説明される動作の順序は変更してもよい。ある実施例の一部構成や特徴は、他の実施例
に含まれてもよく、他の実施例の対応する構成または特徴に代えてもよい。
【００２９】
　本明細書では、本発明の実施例を、基地局と端末との間におけるデータ送受信の関係を
中心に説明する。ここで、基地局は、端末と直接通信を行うネットワークの終端ノード（
ｔｅｒｍｉｎａｌ　ｎｏｄｅ）としての意味を有する。本文書で、基地局により行われる
とした特定動作は、場合によっては、基地局の上位ノード（ｕｐｐｅｒ　ｎｏｄｅ）によ
り行われることもある。
【００３０】
　すなわち、基地局を含む多数のネットワークノード（ｎｅｔｗｏｒｋ　ｎｏｄｅｓ）か
らなるネットワークにおいて、端末との通信のために行われる種々の動作は、基地局また
は基地局以外の他のネットワークノードにより行われうるということは自明である。「基
地局（ＢＳ：Ｂａｓｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ）」は、固定局（ｆｉｘｅｄ　ｓｔａｔｉｏｎ）
、ＮｏｄｅＢ、ｅＮｏｄｅ Ｂ（ｅＮＢ）、アクセスポイント（ＡＰ：Ａｃｃｅｓｓ　Ｐ
ｏｉｎｔ）、またはＩＥＥＥ ８０２．１６ｍシステムで支援する新種基地局（Ａｄｖａ
ｎｃｅｄＢＳ；ＡＢＳ）などの用語に代えてもよい。中継機は、リレーノード（Ｒｅｌａ
ｙ　Ｎｏｄｅ、ＲＮ）、リレーステーション（Ｒｅｌａｙ　Ｓｔａｔｉｏｎ、ＲＳ）など
の用語に代えてもよい。また、「端末（Ｔｅｒｍｉｎａｌ）」は、ＵＥ（Ｕｓｅｒ　Ｅｑ
ｕｉｐｍｅｎｔ）、ＭＳ（Ｍｏｂｉｌｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ）、ＭＳＳ（Ｍｏｂｉｌｅ　Ｓ
ｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　Ｓｔａｔｉｏｎ）、ＳＳ（Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　Ｓｔａｔｉｏｎ
）、またはＩＥＥＥ８０２．１６ｍシステムで支援する新種端末（Ａｄｖａｎｃｅｄ Ｍ
Ｓ；ＡＭＳ）などの用語に代えてもよい。
【００３１】
　以下の説明で使われる特定用語は、本発明の理解を助けるために提供されたもので、こ
れらの特定用語の使用は、本発明の技術的思想から逸脱することなく他の形態に変更可能
である。
【００３２】
　場合によっては、本発明の概念が曖昧になることを避けるために、公知の構造及び装置
は省略されたり、各構造及び装置の核心機能を中心にしたブロック図の形式で示されるこ
とがある。また、本明細書全体を通じて同一の構成要素には同一の図面符号を付して説明
する。
【００３３】
　本発明の実施例は、無線接続システムであるＩＥＥＥ ８０２システム、３ＧＰＰシス
テム、３ＧＰＰＬＴＥシステム、及び３ＧＰＰ２システムの少なくとも一つに開示された
標準文書でサポートすることかできる。すなわち、本発明の実施例において本発明の技術
的思想を明確にするために説明しない段階または部分は、上記の標準文書でサーポートす
ることができる。なお、本文書で開示している全ての用語は、上記の標準文書により説明
することができる。
【００３４】
　以下の技術は、ＣＤＭＡ（Ｃｏｄｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅ
ｓｓ）、ＦＤＭＡ（Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃ
ｅｓｓ）、ＴＤＭＡ（Ｔｉｍｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）
、ＯＦＤＭＡ（Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌ
ｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）、ＳＣ－ＦＤＭＡ（Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃａｒｒｉｅｒ　Ｆｒｅ
ｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）などのような種々
の無線接続システムに用いることができる。ＣＤＭＡは、ＵＴＲＡ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ
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　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ）やＣＤＭＡ２０００のような無
線技術（ｒａｄｉｏ　ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ）とすることができる。ＴＤＭＡは、ＧＳＭ
（登録商標）（Ｇｌｏｂａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ　ｃｏｍｍｕｎｉｃ
ａｔｉｏｎｓ）／ＧＰＲＳ（Ｇｅｎｅｒａｌ　Ｐａｃｋｅｔ　Ｒａｄｉｏ　Ｓｅｒｖｉｃ
ｅ）／ＥＤＧＥ（Ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｄａｔａ　Ｒａｔｅｓ　ｆｏｒ　ＧＳＭ（登録商標
）　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）のような無線技術とすることができる。ＯＦＤＭＡは、ＩＥＥ
Ｅ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ）、ＩＥＥＥ ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ）、ＩＥＥＥ ８０
２－２０、Ｅ－ＵＴＲＡ（Ｅｖｏｌｖｅｄ　ＵＴＲＡ）などのような無線技術とすること
ができる。ＵＴＲＡは、ＵＭＴＳ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍ
ｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　Ｓｙｓｔｅｍ）の一部である。３ＧＰＰ（３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒ
ａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ）ＬＴＥ（ｌｏｎｇ　ｔｅｒｍ　
ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）は、Ｅ－ＵＴＲＡを用いるＥ－ＵＭＴＳ（Ｅｖｏｌｖｅｄ　ＵＭＴ
Ｓ）の一部であり、ダウンリンクでＯＦＤＭＡを採用し、アップリンクでＳＣ－ＦＤＭＡ
を採用する。ＬＴＥ－Ａ（Ａｄｖａｎｃｅｄ）は、３ＧＰＰＬＴＥの進展である。ＷｉＭ
ＡＸは、ＩＥＥＥ ８０２．１６ｅ規格（ＷｉｒｅｌｅｓｓＭＡＮ－ＯＦＤＭＡ　Ｒｅｆ
ｅｒｅｎｃｅ　Ｓｙｓｔｅｍ）及び進展したＩＥＥＥ ８０２．１６ｍ規格（Ｗｉｒｅｌ
ｅｓｓＭＡＮ－ＯＦＤＭＡ　Ａｄｖａｎｃｅｄ　ｓｙｓｔｅｍ）によって説明することが
できる。明確性のために、以下では、ＩＥＥＥ８０２．１６ｍ規格を中心に説明するが、
本発明の技術的思想はこれに制限されない。
【００３５】
　ＭＡＣ－ＰＨＹエンティティ及び共通ＭＡＣ
　図２を参照してＭＡＣ－ＰＨＹエンティティについて説明する。
【００３６】
　図２ａは、既存の無線通信システムにおけるＭＡＣ－ＰＨＹエンティティを示す図であ
る。既存の無線通信システムにおける基地局は、一つの周波数チャネルを支援する一つの
ＰＨＹエンティティ２２０を有し、一つのＰＨＹエンティティ２２０を制御する一つのＭ
ＡＣ制御器２１０を備えることができる。また、一つのセル（ｃｅｌｌ＿１またはｃｅｌ
ｌ＿２）内においてＭＡＣ－ＰＨＹエンティティは複数個存在できる。任意の伝送時間間
隔（ＴＴＩ）の間に一つのＭＡＣ－ＰＨＹエンティティによって基地局とデータを交換で
きる端末を単一搬送波（ｓｉｎｇｌｅ　ｃａｒｒｉｅｒ）支援端末と呼ぶことができる。
【００３７】
　図２ｂでは、多重搬送波支援無線通信システムにおけるＭＡＣ－ＰＨＹエンティティを
示す。多重搬送波支援無線通信システムとは、任意の伝送時間間隔（ＴＴＩ）の間に、同
時に複数個の搬送波を通じて端末が基地局とデータを交換できるようにする技術を支援す
る無線通信システムのことを指す。多重搬送波支援システムでは、複数個の周波数チャネ
ルが一つの共通ＭＡＣによって制御されるように構成することができる。一つのセル（ｃ
ｅｌｌ＿１またはｃｅｌｌ＿２）内で一つのＭＡＣエンティティ２３０が存在し、ＰＨＹ
エンティティ２４０の複数個の周波数チャネルはそれぞれ、一つの共通ＭＡＣエンティテ
ィ２３０によって制御されることが可能である。すなわち、共通ＭＡＣエンティティ２３
０が、複数個の周波数チャネルの範囲を持つＰＨＹエンティティ２４０を制御することが
できる。
【００３８】
　多重搬送波を支援する基地局の場合に、既存の一つの周波数チャネルを支援するＭＡＣ
－ＰＨＹエンティティに加えて、上記の共通ＭＡＣで構成されるＭＡＣ－ＰＨＹエンティ
ティをさらに含んでもよい。また、共通ＭＡＣまたはＭＡＣはそれぞれ一つの基地局識別
子（ＢＳＩＤ）を有することができる。あるＭＡＣによってサービングされている端末が
、異なるＢＳＩＤを有するＭＡＣへと周波数チャネルを変更することは周波数間ハンドオ
ーバー（ｉｎｔｅｒ－ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ＨＯ）と定義でき、一つの共通ＭＡＣ内で周
波数チャネルを変更することは、後述するように、主搬送波変更（ｐｒｉｍａｒｙ　ｃａ
ｒｒｉｅｒ　ｃｈａｎｇｅ）と定義できる。
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【００３９】
　共通ＭＡＣによって制御される場合、一つの搬送波で伝送されるＭＡＣメッセージのい
くつかは、他の搬送波にも適用されることがある。周波数チャネルは、互いに異なる帯域
幅（例えば、５、１０及び２０ＭＨｚ）を有してもよく、連続または不連続の周波数帯域
上に存在できる。なお、周波数チャネルは、互いに異なるデュプレックス（ｄｕｐｌｅｘ
）モードを有することができ、それぞれの周波数チャネルは、例えば、ＦＤＤ（Ｆｒｅｑ
ｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｄｕｐｌｅｘｉｎｇ）、ＴＤＤ（Ｔｉｍｅ　Ｄｉｖｉｓ
ｉｏｎ　Ｄｕｐｌｅｘｉｎｇ）、または両方向及びブロードキャスト専用搬送波の混合モ
ードを有することもできる。ＭＡＣエンティティは、互いに異なるキャパビリティ（ｃａ
ｐａｂｉｌｉｔｙ）を有する端末が同時に存在することを支援でき、一度に一つのチャネ
ルとしてのみ動作したり、または連続／不連続チャネル集約のようなキャパビリティを支
援することもできる。そのため、多重搬送波集約を支援する共通ＭＡＣによって多重周波
数チャネルをより容易に制御することができる。
【００４０】
　同一の共通ＭＡＣに属する多重搬送波は、基地局と端末により同時に使用されることが
可能であり、このような多重搬送波概念を端末がより効率的に用いるように、搬送波管理
方法（例えば、補助搬送波管理、主搬送波変更、搬送波スイッチング）が提供される。
【００４１】
　多重搬送波類型及び動作モード
　端末の立場では、多重搬送波モードの動作に関連する搬送波は、主搬送波及び補助搬送
波に分類することができる。主搬送波とは、基地局が端末とトラフィック及びＰＨＹ／Ｍ
ＡＣ制御シグナリング（例えば、ＭＡＣ制御メッセージ）を交換するために用いられる搬
送波のことを指す。基地局で多重搬送波が活用されてもよいが、その基地局に属する端末
は、一つの主搬送波のみを有し、端末が単一搬送波モードで動作する場合にも主搬送波が
用いられる。一方、補助搬送波は、端末がトラフィックのために使用可能な付加的な搬送
波であり、主搬送波で受信される基地局の特定命令及び規則に従ってのみ用いられること
が可能である。
【００４２】
　ＦＤＤ及びＴＤＤモードの両方に対して、搬送波は、ダウンリンクまたはアップリンク
物理周波数チャネルを意味する。物理搬送波インデックスは、基地局の利用可能な搬送波
のインデックスであり、低い周波数から高い周波数の順に整列される。
【００４３】
　多重搬送波動作において、共通ＭＡＣは、端末の移動性、状態及びコンテクストの完全
な制御を主搬送波を通じて維持しながら、主搬送波及び一つ以上の補助搬送波の無線リソ
ースを用いることができる。
【００４４】
　主搬送波及び／または補助搬送波の使用及びサービスの目的に基づき、多重搬送波シス
テムの搬送波は、完全設定搬送波（ｆｕｌｌｙ　ｃｏｎｆｉｇｕｒｅｄ　ｃａｒｒｉｅｒ
）及び部分設定搬送波（ｐａｒｔｉａｌｌｙ　ｃｏｎｆｉｇｕｒｅｄ　ｃａｒｒｉｅｒ）
に区別されるように設定できる。完全設定搬送波は、独立（ｓｔａｎｄ　ａｌｏｎｅ）搬
送波で、同期化、ブロードキャスト、マルチキャスト及びユニキャスト制御シグナリング
を含む全ての制御チャネルが設定される搬送波を意味する。完全設定搬送波は、単一搬送
波端末及び多重搬送波端末の両方を支援できる。一方、部分設定搬送波は、ＴＤＤモード
でのダウンリンク専用伝送またはＦＤＤモードでのアップリンク搬送波対がないダウンリ
ンク搬送波に設定された搬送波を意味する。このような補助搬送波は、主搬送波と共にし
か用いられないもので、端末にＡＡＩ（Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ａｉｒ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ
）サービスを提供するように独立して動作することはできない。搬送波が完全設定された
ものか、または部分設定されたものかは、搬送波のプリアンブル（アドバンストプリアン
ブル）を用いて指示される。端末は、部分設定搬送波に対してネットワーク進入またはハ
ンドオーバーを試みない。多重搬送波集約において、補助搬送波であるとともに部分設定
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搬送波に対応するアップリンク制御チャネルは、主搬送波のアップリンクの確実に重なら
ない制御領域に位置できる。端末は、ダウンリンク専用補助搬送波を通じた伝送に対応す
るＨＡＲＱＡＣＫ／ＮＡＣＫ及びチャネル品質測定をフィードバックするために、主搬送
波上のアップリンク制御チャネルを用いる。
【００４５】
　主搬送波は完全設定搬送波であるが、補助搬送波は、利用計画によって完全設定または
部分設定搬送波でよい。一つの端末に対する補助搬送波が完全設定搬送波であれば、他の
端末に対する主搬送波としてサービングされてもよい。それぞれ異なる主搬送波を有する
複数個の端末が、同一の補助搬送波を共有してもよい。これと関連して、多重搬送波集約
及び多重搬送波スイッチングのような多重搬送波動作は、独立してまたは共に支援されて
もよい。
【００４６】
　多重搬送波集約は、端末が物理層接続を維持し、主搬送波上の制御シグナリングをモニ
タリングしながら補助搬送波上のデータを処理する多重搬送波モードを意味する。端末に
対するリソース割当は、主搬送波及び複数個の補助搬送波の範囲を有することができる。
リンク適応フィードバックメカニズムは、主搬送波及び補助搬送波の両方に関連した測定
を含む。多重搬送波集約モードにおいてシステムは、システム負荷（すなわち、静的／動
的負荷バランシング）、ピークデータレート、またはサービス品質要求に基づき、ダウン
リンク及び／またはアップリンクに非対称的に補助搬送波を端末に割り当てることもでき
る。
【００４７】
　多重搬送波スイッチングは、基地局の指示に応じて、端末が端末の物理層接続を主搬送
波から補助搬送波にスイッチングする多重搬送波モードを意味する。端末は、所定の時間
補助搬送波に接続した後、主搬送波に復帰することができる。端末が補助搬送波に接続す
ると、端末は主搬送波を通じた送受信を維持しなくてもよい。このモードは、Ｅ－ＭＢＳ
（Ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）を受
信するように部分設定搬送波または完全設定搬送波にスイッチングするのに用いられる。
【００４８】
　多重搬送波モードの動作において、後述する事項は共通に適用される。
【００４９】
　システムは、Ｎ個の独立しているとともに完全設定である搬送波を定義でき、これら搬
送波のそれぞれは、単一搬送波モードの端末を支援するのに必要な全ての同期化、ブロー
ドキャスト、マルチキャスト及びユニキャスト制御シグナリングチャネルが設定される。
セル内のそれぞれの端末は、主搬送波に指定された一つの完全設定搬送波のみに接続し、
主搬送波を通じてその状態が制御される。また、システムは、Ｍ（Ｍ≧０）個の部分設定
搬送波を定義でき、これら搬送波のそれぞれは、主搬送波ではなく補助搬送波としてのみ
用いることができ、ダウンリンク専用データ伝送のために用いることができる。
【００５０】
　図３に示すように、基地局で支援される全ての搬送波の集合は、可用搬送波（ａｖａｉ
ｌａｂｌｅ　ｃａｒｒｉｅｒ）と称することができる（３１０）。可用搬送波の部分集合
として、端末に割り当てられる搬送波を、割り当てられた搬送波（ａｓｓｉｇｎｅｄ　ｃ
ａｒｒｉｅｒ）と称することができる（３２０）。割り当てられた搬送波の部分集合とし
て、多重搬送波割当に用いられる準備ができた搬送波を、活性搬送波（ａｃｔｉｖｅ　ｃ
ａｒｒｉｅｒ）と称することができる（３３０）。
【００５１】
　可用搬送波は、同一スペクトルブロックの互いに異なる部分または不連続スペクトルブ
ロックに存在してもよい。基地局は、（サービング）主搬送波に関する情報と共に、可用
搬送波に関する一部の設定情報を主搬送波を通じて提供してもよい。このようなメッセー
ジングを通じて、基地局は、端末の存在、帯域幅、デュプレックシング、及び全ての可用
搬送波に対するスペクトルにおける位置を知らせ、端末が多重搬送波と関連するいかなる
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動作も準備できるように支援することができる。また、主搬送波は、補助搬送波の設定に
関する拡張された情報を提供してもよい。
【００５２】
　ネットワーク進入
　多重搬送波動作と関連して、ＭＡＣ動作のうち、ネットワーク進入について説明する。
【００５３】
　多重搬送波モードにおいて、ネットワーク進入は、基本的に単一搬送波モードにおける
ネットワーク進入と同一であり、基地局及び端末が、登録（ｒｅｇｉｓｔｒａｔｉｏｎ）
手順中に多重搬送波モードに対する支援を表示することができる。端末は、完全設定搬送
波を通じてのみネットワーク進入（またはネットワーク再進入）手順を行うことができる
。端末が完全設定搬送波上のＡ－ＰＲＥＡＭＢＬＥを検出すると、端末は、スーパーフレ
ームヘッダ（ＳＦＨ）または拡張されたシステムパラメータ及びシステム設定情報を読み
取ることができる。
【００５４】
　初期ネットワーク進入中に、端末は、登録要請（ＡＡＩ＿ＲＥＧ－ＲＥＱ）メッセージ
を用いて、自身が多重搬送波伝送を支援することを基地局に知らせ、基地局は、登録応答
（ＡＡＩ＿ＲＥＧ－ＲＳＰ）メッセージを用いて、当該端末に対する多重搬送波モードの
うち、支援するものがあるか否かを表示することができる。基本的な多重搬送波キャパビ
リティ交換は、表１のような登録要請／応答メッセージの２ビットコードを用いることが
できる。
【００５５】

【表１】

　基本多重搬送波モード（Ｂａｓｉｃ　ＭＣ　ｍｏｄｅ）は、主搬送波変更及び多重搬送
波動作関連最適化スキャニングに対する支援を含む基地局での多重搬送波動作を端末が認
識することを含む。多重搬送波集約及びスイッチングを両方とも支援することが、Ｅ－Ｍ
ＢＳ支援を意味するとは限らず、これは別途に交渉すればよい。
【００５６】
　ネットワーク進入に続く後続多重搬送波動作を準備するための端末の初期化手順につい
て説明する。この手順は、基地局での可用搬送波に対する多重搬送波設定を獲得すること
、及び割り当てられた搬送波に関する情報を獲得することを含むことができる。割り当て
られた搬送波情報の獲得は、端末の支援可能な搬送波及び組み合わされた多重搬送波設定
に関する情報を基地局に提供し、当該端末に対する後続多重搬送波動作において基地局が
利用できる可用搬送波の部分集合（すなわち、割り当てられた搬送波）に関する情報を獲
得する段階から構成できる。
【００５７】
　端末は、割り当てられた搬送波が基地局の命令によって活性化するまで、割り当てられ
た搬送波上でＭＡＣまたはＰＨＹプロセシングを行わない。
【００５８】
　搬送波管理
　まず、補助搬送波の活性化（ａｃｔｉｖａｔｉｏｎ）及び不活性化（ｄｅａｃｔｉｖａ
ｔｉｏｎ）について説明する。補助搬送波の活性化または不活性化は、サービス品質（Ｑ
ｏＳ）、搬送波の負荷条件及び他の要因に基づき、基地局で決定することができる。基地
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局は、ＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージで補助搬送波を活性化及び／または不活性化させ
ることができる。基地局は、ダウンリンク／アップリンクに対する指示類型（活性化、不
活性化）、補助搬送波リスト（論理搬送波インデックス）、活性化した搬送波に対するレ
ンジング指示子に関する情報を含むＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージを主搬送波で伝送す
ることができる。
【００５９】
　基地局は、ＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージのＭＣＥＨ（ＭＡＣ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｅ
ｘｔｅｎｄｅｄ　Ｈｅａｄｅｒ）のポーリング（Ｐｏｌｌｉｎｇ）ビットを１に設定して
伝送でき、端末は、ＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージを受信すると、メッセージ確認応答
（ＡＡＩ＿ＭＳＧ－ＡＣＫ）メッセージまたはＭＡＥＨ（Ｍｅｓｓａｇｅ　ＡＣＫ　Ｅｘ
ｔｅｎｄｅｄ　Ｈｅａｄｅｒ）を伝送し、ＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージが成功的に受
信されたことを知らせることができる。これについての具体的な内容は、後述される。
【００６０】
　端末は、ＡＡＩ＿ＣＭ－ＩＮＤ ＭＡＣ制御メッセージを主搬送波を通じて伝送し、基
地局は、端末がＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージにリストされた搬送波を成功的に活性化
／不活性化させたことを確認することができる。活性化の場合に、新しく活性化した搬送
波のダウンリンク／アップリンクがデータトラフィックを伝送するために用いられる準備
ができた時に、端末はＡＡＩ＿ＣＭ－ＩＮＤメッセージを伝送できる。
【００６１】
　端末が単一無線送受信機として主搬送波及び補助搬送波の両方を通じてデータ伝送を支
援する間に端末が補助搬送波活性化を行う場合に、端末は、ハードウェア設定（例えば、
ＲＦ中心周波数）を再設定することができる。新しい搬送波上でハードウェア再設定及び
同期化を終えた後に、端末は、ＡＡＩ＿ＣＭ－ＩＮＤメッセージを伝送することによって
、基地局に新しい搬送波の準備を通知し、基地局との通信を再開することができる。基地
局がＡＡＩ＿ＣＭ－ＩＮＤＭＡＣ制御メッセージを受信した後に、基地局は、活性化した
補助搬送波でデータ伝送を始めることができる。
【００６２】
　次に、主搬送波変更について説明する。主搬送波変更は、一般的な周波数領域（ＦＡ）
－間ハンドオーバーとは違い、ＭＡＣ層保安及び移動性コンテクストの変更無しで、多重
搬送波基地局に属している端末に対するサービング搬送波を変更することを含む。多重搬
送波を認識する端末は、主搬送波変更を支援することができる。基地局は、負荷バランス
目的、変動する搬送波チャネル品質または他の理由から、現在主搬送波上のＡＡＩ＿ＣＭ
－ＣＭＤＭＡＣ制御メッセージを用いて、同一基地局内の割り当てられた完全設定搬送波
の一つへと端末の主搬送波を変更するように命令できる。端末が、ＭＣＥＨのポーリング
ビットが１に設定されたＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージを受信すると、これに応答して
ＡＡＩ＿ＭＳＧ－ＡＣＫメッセージまたはＭＡＥＨを伝送できる。端末は、サービング搬
送波上の制御信号を中断し、基地局によって特定された動作時間（ａｃｔｉｏｎ　ｔｉｍ
ｅ）にターゲット完全設定搬送波にスイッチングできる。ＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセー
ジで定義される動作時間は、ＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージに対する再伝送タイマーよ
りも大きい値に設定できる。これについての詳細は後述される。
【００６３】
　端末が搬送波集約モードを支援し、ターゲット搬送波が、端末の活性化した補助搬送波
の一つである場合、端末は、スイッチングの直後にターゲット搬送波でデータ及び制御信
号を受信することができる。または、端末は、まず、自身のハードウェア設定（例えば、
ＲＦ中心周波数）を再設定し、ターゲット搬送波にスイッチングしてもよい。ＡＡＩ＿Ｃ
Ｍ－ＣＭＤメッセージのレンジング指示子が１に設定される場合、端末は、ターゲット搬
送波に周期的レンジングを行う。この動作を成功的に完了した後に、端末は、ＡＡＩ＿Ｃ
Ｍ－ＩＮＤメッセージを伝送して、基地局にターゲット搬送波の準備を通知できる。基地
局は、ＡＡＩ＿ＣＭ－ＩＮＤメッセージがターゲット主搬送波を通じて端末から受信され
た後に、データ及び制御信号を伝送できる。共通ＭＡＣがサービング及びターゲット主搬
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送波の両方を管理する場合では、ターゲット主搬送波でのネットワーク再進入は要求され
ない。基地局は、端末にスキャニング無しで主搬送波変更を行うように命令できる。多重
搬送波支援端末に対しては、主搬送波変更の後に、サービング及びターゲット主搬送波の
論理搬送波インデックスを互いに取り替えることができる。
【００６４】
　端末は、非要請（ｕｎｓｏｌｉｃｉｔｅｄ）方式または基地局の指示によって、端末を
サービングしない他の割り当てられた搬送波に対してスキャニングを行ってもよい。端末
は、スキャニング結果をサービング基地局に報告でき、これは、基地局によって端末がス
イッチングする搬送波を決定するのに用いられてもよい。この場合、ターゲット搬送波が
現在端末をサービングしていないと、端末はターゲット搬送波と同期化を行ってもよい。
【００６５】
　主搬送波変更のためのＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージは、主搬送波で伝送され、ター
ゲット主搬送波インデックス、サービング主搬送波の次の状態に対する指示（端末が搬送
波集約を支援しないと、このフィールドは常に０に設定される）、動作時間、レンジング
指示子に関する情報を含むことができる。サービング主搬送波は、サービング主搬送波の
次の状態に対する指示にしたがって活性化または不活性化すればよい。
【００６６】
　搬送波管理に対するＭＡＣ制御メッセージ
　搬送波管理命令（ＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤ）メッセージは基地局によって伝送され、搬送
波活性化／不活性化及び主搬送波変更のような搬送波管理手順を開始する。ＡＡＩ＿ＣＭ
－ＣＭＤＭＡＣ制御メッセージに応答して、端末は搬送波管理指示（ＡＡＩ＿ＣＭ－ＩＮ
Ｄ）ＭＡＣ制御メッセージを伝送できる。
【００６７】
　基地局は、ＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージを伝送し、再伝送タイマーを始動させるこ
とができる。基地局が、再伝送タイマーの満了前にＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージに対
する確認応答（Ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ）メッセージを受信すると、タイマーを
中止し、動作コードに対応する手順を行うことができる。タイマーが満了するまで確認応
答を受信できないと、基地局はＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージを再伝送できる。
【００６８】
　ＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージを用いて、ターゲット補助搬送波を新しく活性化させ
たり、または、活性化していないターゲット搬送波に主搬送波変更することを指示する場
合に、端末は、ＡＡＩ＿ＣＭ－ＩＮＤメッセージを伝送して、基地局にターゲット搬送波
が準備されたことを知らせることができる。ＡＡＩ＿ＣＭ－ＩＮＤメッセージは、補助搬
送波管理または主搬送波変更に対する動作コードを含むことができる。
【００６９】
　搬送波管理手順におけるＭＡＣ制御メッセージの確認応答
　搬送波管理手順においてＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤ／ＩＮＤメッセージと関連する確認応答
伝送方法に関する本発明の一実施形態について説明する。
【００７０】
　既存の搬送波管理手順においては、ＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージは、補助搬送波管
理または主搬送波変更の動作を行うように指示するのに用いられ、ＡＡＩ＿ＣＭ－ＩＮＤ
メッセージは、ＡＡＩ＿ＣＭ－ＩＮＤメッセージに応答するのに用いられる。しかし、Ａ
ＡＩ＿ＣＭ－ＩＮＤメッセージは、指示される動作に従って別々の目的に用いられる。
【００７１】
　図４を参照して、ＡＡＩ＿ＣＭ－ＩＮＤメッセージの利用について具体的に説明する。
図４を含め、本明細書に含まれた図面において、別に説明しない限り、搬送波の状態は次
のように表現される。図面において、実線の搬送波は活性化した搬送波を、太線の搬送波
は主搬送波を、点線の搬送波は不活性化された搬送波を表す。
【００７２】
　図４ａを参照すると、補助搬送波管理（活性化／不活性化）を指示するＡＡＩ＿ＣＭ－
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ＣＭＤメッセージが、基地局から端末に伝送される（Ｓ４１１）。端末はＡＡＩ＿ＣＭ－
ＣＭＤメッセージによって指示されたターゲット搬送波を成功的に活性化／不活性化させ
たことを、ＡＡＩ＿ＣＭ－ＩＮＤメッセージを伝送して基地局に知らせる。図４ａに示す
ような補助搬送波活性化の場合に、ＡＡＩ＿ＣＭ－ＩＮＤメッセージは、新しく活性化し
た補助搬送波のダウンリンク／アップリンクがデータトラフィックを伝送する準備ができ
た時に伝送される（Ｓ４１２）。ＡＡＩ＿ＣＭ－ＩＮＤメッセージの伝送により、基地局
と端末とはターゲット補助搬送波を通じてもデータ通信が可能になる（Ｓ４１３）。
【００７３】
　図４ｂを参照すると、主搬送波変更を指示するＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージが基地
局から端末に伝送される（Ｓ４２１）。ＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージが端末に成功的
に受信されたことを知らせるために、端末は、ＡＡＩ＿ＣＭ－ＩＮＤメッセージを基地局
に伝送する（Ｓ４２２）。ＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージにより与えられる「動作時間
」に、主搬送波変更が実行される（Ｓ４２３）。図４ｂに示す主搬送波変更の例では、サ
ービング主搬送波が主搬送波変更後に活性化状態を維持するとしたが、サービング主搬送
波は、主搬送波変更の後に不活性化状態になってもよい。また、ターゲット搬送波が不活
性化状態だった場合は、端末は、ターゲット搬送波が活性化した後に基地局に帯域幅要請
（ＢＲ）を伝送することによって、ターゲット搬送波が準備されたことを基地局に知らせ
てもよい。
【００７４】
　上述のように、ＡＡＩ＿ＣＭ－ＩＮＤメッセージは、ＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージ
により補助搬送波管理が指示された場合は、ターゲット搬送波が準備されたことを知らせ
る目的で用いられ、ＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージにより主搬送波変更が指示された場
合は、端末がＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージを成功的に受信したことを知らせる目的で
用いられる。
【００７５】
　補助搬送波管理の場合に、端末がＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージを受信したか否かを
基地局は確認できず、端末がターゲット搬送波の活性化を完了するまで基地局はＡＡＩ＿
ＣＭ－ＩＮＤメッセージをそのまま待つしかないという問題点がある。また、主搬送波変
更の場合に、ＡＡＩ＿ＣＭ－ＩＮＤメッセージは単にＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージの
成功的な受信を表すだけで、ターゲット搬送波が準備されたことを知らせるメッセージと
しては用いられない。
【００７６】
　このように、場合によってＡＡＩ＿ＣＭ－ＩＮＤメッセージの目的が異なるという不明
瞭性が存在し、これを解決するために下記の事項を考慮することができる。
【００７７】
　ＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤ及びＡＡＩ＿ＣＭ－ＩＮＤメッセージは両方ともＭＡＣ制御メッ
セージに該当する。ＭＡＣ制御メッセージは、基地局と端末におけるＭＡＣ層のピア－ツ
ウ－ピアプロトコルが制御プレーン機能を実行するのに用いられる。ＭＡＣ制御メッセー
ジは、ブロードキャスト、ユニキャストまたはランダムアクセス（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃ
ｅｓｓ）接続で伝送されるＭＡＣＰＤＵ（Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　Ｄａｔａ　Ｕｎｉｔ）によ
り搬送できる。ユニキャスト制御接続は一つ存在し、ＨＡＲＱ（Ｈｙｂｒｉｄ　Ａｕｔｏ
ｍａｔｉｃ　Ｒｅｐｅａｔ　Ｒｅｑｕｅｓｔ）は、ユニキャスト制御接続で伝送されるＭ
ＡＣ制御メッセージに対して作動できる。
【００７８】
　ＭＡＣ ＰＤＵが制御接続からのペイロードを含む場合、ＭＣＥＨ（ＭＡＣ　Ｃｏｎｔ
ｒｏｌ　Ｅｘｔｅｎｄｅｄ　Ｈｅａｄｅｒ）を用いることができる。ＭＣＥＨフォーマッ
トは、表２のように定義できる。表２に記載された通り、ＭＣＥＨのポーリング（Ｐｏｌ
ｌｉｎｇ）ビットは、ＭＡＣ制御メッセージ受信に対して確認応答（ａｃｋｎｏｗｌｅｄ
ｇｅｍｅｎｔ）が要求されない場合は「０」に、確認応答が要求される場合は「１」に設
定できる。
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【００７９】
【表２】

　基地局及び端末は、以前に受信した特定ＭＡＣ制御メッセージの受信を表すために、Ｍ
ＡＥＨ（ＭＡＣ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｍｅｓｓａｇｅ　ＡＣＫ　Ｅｘｔｅｎｄｅｄ　Ｈｅａ
ｄｅｒ）を用いることができる。基地局または端末が、ポーリングビットが１に設定され
たＭＣＥＨを有するＭＡＣ制御メッセージまたはＭＡＣ制御メッセージ断片（ｆｒａｇｍ
ｅｎｔ）を受信する場合に、基地局または端末は、完全なメッセージを受信した後に、Ｍ
ＡＣ制御メッセージＰＤＵのシーケンス番号、または断片化した場合は最後に受信された
断片のシーケンス番号と共に、確認応答としてＭＡＥＨを伝送できる。ＭＡＥＨのフォー
マットは、表３のように定義できる。
【００８０】
【表３】

　一方、基地局及び端末は、ＭＡＣ制御メッセージの受信を表すために、メッセージ確認
応答（ＡＡＩ＿ＭＳＧ－ＡＣＫ）メッセージを用いることができる。制御接続を通じてＭ
ＣＥＨのポーリングビットが１に設定されたメッセージを受信する場合、基地局及び端末
は、ＡＡＩ＿ＭＳＧ－ＡＣＫメッセージを、当該ＭＡＣ制御メッセージの受信の確認応答
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として伝送できる。
【００８１】
　前述したＭＡＣ制御メッセージのＭＣＥＨのポーリングビットが１に設定される場合に
、ＡＡＩ＿ＭＳＧ－ＡＣＫまたはＭＡＥＨが確認応答として用いられることと関連して、
ＭＡＣ管理信頼性（Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　Ｒｅｌｉａｂｉｌｉｔｙ）について具体的に
説明する。
【００８２】
　ＭＡＣ制御メッセージはいずれも断片化でき、上述したように、ＨＡＲＱは、全てのユ
ニキャストＭＡＣ制御メッセージに対して適用することができる。信頼できる伝送（ｒｅ
ｌｉａｂｌｅ　ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ）を要求するＭＡＣ制御メッセージのために、
再伝送タイマーが定義されてもよい。再伝送タイマーは、送信機によってＭＡＣ制御メッ
セージの伝送が開始される時に始動されて、応答メッセージ（例えば、レンジング応答（
ＡＡＩ＿ＲＮＧ－ＲＳＰ）メッセージはレンジング要請（ＡＡＩ＿ＲＮＧ－ＲＥＱ）メッ
セージの応答である）を待つ。再伝送タイマーは、受信機から応答メッセージが受信され
ると中断される。ＭＡＣ制御メッセージに対するローカルＮＡＣＫが作動し、ＨＡＲＱプ
ロセスが再伝送タイマーの満了前に、成功的でない結果と終了する場合に、送信機は、失
敗したＨＡＲＱバーストで伝送された完全な制御メッセージまたは制御メッセージ断片の
再伝送を開始してもよい。ローカルＮＡＣＫによって開始された制御メッセージ断片の再
伝送の間に、送信機は、最初の伝送の間に伝送されたのと同じ情報（ＭＣＥＨ及びペイロ
ード）を有する制御メッセージ断片を再伝送することができる。
【００８３】
　送信機は、伝送された制御メッセージの状態を決定するために受信機がＭＡＣ層確認応
答を伝送することを要求してもよい。ＭＡＣ層確認応答が用いられる場合、上述のように
、送信機は、完全な制御メッセージまたは制御メッセージの最後の係留断片を含むＭＡＣ
ＰＤＵのＭＣＥＨでポーリングビットを１に設定できる。送信機は、ポーリングビットが
１に設定されたＭＡＣ ＰＤＵの伝送の直後に、ＡＣＫタイマーを始動させ、ＡＡＩ＿Ｍ
ＳＧ－ＡＣＫメッセージまたはＭＡＥＨを待つ。ポーリングビットが１に設定されたＭＣ
ＥＨを搬送するＭＡＣＰＤＵに対してローカルＮＡＣＫを受信する場合に、送信機は、最
後の係留断片を含むＭＡＣ ＰＤＵを再伝送しながらＭＣＥＨのポーリングビットを１に
設定できる。ローカルＮＡＣＫが受信されるとＡＣＫタイマーは中止される。ローカルＮ
ＡＣＫによって中止されたＡＣＫタイマーは、最後の係留断片を再伝送しながら再開する
ことができる。受信機からＡＡＩ＿ＭＳＧ－ＡＣＫメッセージまたはＭＡＥＧが受信され
るとＡＣＫタイマーが中止される。確認応答の受信または再伝送タイマーの満了前にＡＣ
Ｋタイマーが満了する場合に、送信機は全体メッセージの再伝送を開始してもよい。送信
機は、再伝送タイマーが満了するとＡＣＫタイマーを中止できる。送信機は、ＡＣＫタイ
マーまたは再伝送タイマーの満了後に再伝送を開始する場合に、再伝送タイマーをリセッ
トできる。
【００８４】
　受信機が、ＭＡＥＨのポーリングビットが１に設定されたＭＡＣＰＤＵの制御メッセー
ジまたは制御メッセージ断片を受信する場合に、受信機は、完全な制御メッセージの受信
を表すためにＡＡＩ＿ＭＳＧ－ＡＣＫメッセージまたはＭＡＥＨで応答できる。断片化し
た制御メッセージに対して、受信機は、制御メッセージの全ての断片を受信した後に、Ａ
ＡＩ＿ＭＳＧ－ＡＣＫメッセージまたはＭＡＥＨを伝送できる。
【００８５】
　ＭＡＣ制御メッセージの一般的な伝送方式について説明する。
【００８６】
　まず、要請／応答（ＲＥＱ／ＲＳＰ）メッセージの類型について説明する。例えば、レ
ンジング要請／レンジング応答（ＡＡＩ＿ＲＮＧ－ＲＥＱ／ＡＡＩ＿ＲＮＧ－ＲＳＰ）メ
ッセージ、加入者局基本キャパビリティ要請／加入者局基本キャパビリティ応答（ＡＡＩ
＿ＳＢＣ－ＲＥＱ／ＡＡＩ＿ＳＢＣ－ＲＳＯ）メッセージ、登録要請／登録応答（ＡＡＩ
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＿ＲＥＧ－ＲＥＱ／ＡＡＩ＿ＲＥＧ－ＲＳＰ）メッセージ、ハンドオーバー要請／ハンド
オーバー応答（ＡＡＩ＿ＨＯ－ＲＥＱ／ＡＡＩ＿ＨＯ－ＲＳＰ）メッセージなどのような
メッセージが定義できる。このように、要請（ＲＥＱ）ＭＡＣ制御メッセージとこれに相
応する応答（ＲＳＰ）メッセージが定義されている場合、前述した制御メッセージ信頼性
で説明した通り、ＲＥＱメッセージを伝送する時にＲＳＰメッセージを受信するための再
伝送タイマーが設定されることが可能である。ＲＳＰメッセージが受信機から受信されな
いと、送信機は、ＲＥＱメッセージ伝送失敗と見なし、ＲＥＱメッセージを再伝送できる
。すなわち、ＲＥＱ／ＲＳＰメッセージの両方が定義されている場合は、ＲＳＰメッセー
ジがＲＥＱメッセージの信頼できる伝送のための応答メッセージ（Ｍｅｓｓａｇｅ　ＡＣ
Ｋ）の機能を担う。
【００８７】
　一方、要請メッセージに対してＡＡＩ＿ＭＳＧ－ＡＣＫまたはＭＡＥＨで応答する場合
もある。例えば、ハンドオーバー命令（ＡＡＩ＿ＨＯ－ＣＭＤ）メッセージまたはハンド
オーバー取消のために用いられるハンドオーバー指示（ＡＡＩ＿ＨＯ－ＩＮＤ）メッセー
ジが定義されることがある。このようなメッセージは、ある手順または動作を誘発（ｔｒ
ｉｇｇｅｒ）したり要請したりするために用いることができるが、これらメッセージに相
応するＲＳＰメッセージが定義されていない。そのため、このようなＲＥＱＭＡＣ制御メ
ッセージに対する信頼できる伝送のために、応答メッセージが要求される。これと関連し
て、上述したように、ＲＥＱ ＭＡＣ制御メッセージのＭＣＥＨのポーリングビットを１
に設定することによって、受信機がＲＥＱメッセージを成功的に受信するとＡＡＩ＿ＭＳ
Ｇ－ＡＣＫまたはＭＡＥＨを伝送するようにすることができる。
【００８８】
　上述の内容を総合して考慮すると、搬送波管理手順においてＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッ
セージはＭＡＣ制御メッセージであるから、信頼性できる伝送が要求される。しかし、現
在定義されている補助搬送波管理手順においてＡＡＩ＿ＣＭ－ＩＮＤメッセージは、ター
ゲット搬送波の活性化が完了した後に基地局に伝送されるので、基地局は、ＡＡＩ＿ＣＭ
－ＣＭＤメッセージが端末に成功的に受信された否かが確認できない。そのため、本実施
例では、ＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージが成功的な受信を表す応答メッセージ（ＡＡＩ
＿ＭＳＧ－ＡＣＫメッセージまたはＭＡＥＨ）を要求し、ＡＡＩ＿ＣＭ－ＩＮＤメッセー
ジは、ターゲット搬送波が準備されたことを基地局に知らせるために用いることを提案す
る。
【００８９】
　また、主搬送波変更手順においてターゲット搬送波が不活性化搬送波の一つである場合
に、現在定義された手順では、端末が、ターゲット搬送波が準備されたことを知らせるた
めに、帯域幅要請（ＢＲ）を基地局に伝送したし、ＡＡＩ＿ＣＭ－ＩＮＤメッセージは、
ＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージの成功的な受信を確認する目的でのみ用いられた。これ
は、補助搬送波管理の手順で定義されるＡＡＩ＿ＣＭ－ＩＮＤメッセージの目的と異なり
、不明瞭性が存在している。このような不明瞭性を除去するために、主搬送波変更及び補
助搬送波管理手順の両方において、ＡＡＩ＿ＣＭ－ＩＮＤメッセージが、ターゲット搬送
波が準備されたことを基地局に知らせるためのメッセージとして用いられるように定義す
ることがより好ましい。
【００９０】
　したがって、本実施例に係るＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージ、ＡＡＩ＿ＭＳＧ－ＡＣ
ＫメッセージまたはＭＡＥＨによる確認応答、及びＡＡＩ＿ＣＭ－ＩＮＤメッセージによ
る３段階手順は、下記のように定義できる。
【００９１】
　基地局は端末にＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージを、ＭＣＥＨのポーリング（Ｐｏｌｌ
ｉｎｇ）ビットを１に設定して伝送する。そして、基地局は、ＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッ
セージを伝送する時に再伝送タイマーを始動させる。再伝送タイマーの満了前に基地局が
ＡＡＩ＿ＭＳＧ－ＡＣＫメッセージまたはＭＡＥＨを受信すると、基地局はタイマーを中
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止し、該当の搬送波管理手順を行う。再伝送タイマーが満了すると、基地局はＡＡＩ＿Ｃ
Ｍ－ＣＭＤメッセージを再伝送してもよい。
【００９２】
　端末の立場で、ＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージを成功的に受信すると、端末は、ＡＡ
Ｉ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージの成功的な受信を基地局に知らせるために、ＡＡＩ＿ＭＳＧ
－ＡＣＫメッセージまたはＭＡＥＨを伝送できる。
【００９３】
　ＡＡＩ＿ＣＭ－ＩＮＤメッセージを、ＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージの動作コード（
０は補助搬送波管理、１は主搬送波変更を表すことができる）にかかわらずに、ターゲッ
ト搬送波が準備されたことを基地局に知らせるために用いることができる。すなわち、Ａ
ＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージのターゲット搬送波が不活性化搬送波の一つである場合に
（端末が単一搬送波モードで動作する場合は、ターゲット搬送波は不活性化搬送波でよい
。）、ターゲット搬送波が準備されたことを基地局に知らせるために、ＡＡＩ＿ＣＭ－Ｉ
ＮＤメッセージを伝送することができる。
【００９４】
　これと関連して、ＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージの動作コードが主搬送波変更を表す
場合に、端末がＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージで特定される動作時間にターゲット搬送
波へのスイッチングを成功的に完了した後に、ＡＡＩ＿ＣＭ－ＩＮＤメッセージをターゲ
ット搬送波で伝送することができる。動作時間にスイッチングに失敗した場合は、ＡＡＩ
＿ＣＭ－ＩＮＤメッセージはサービング主搬送波で伝送できる。サービング搬送波が不活
性化する場合に、ＡＡＩ＿ＣＭ－ＩＮＤメッセージは、サービング搬送波で帯域幅要請（
ＢＲ）を通じて伝送することができる。
【００９５】
　図５を参照して、補助搬送波管理の場合における本発明の一実施例について説明する。
動作コードが補助搬送波管理を表すＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージが、基地局から端末
に伝送され、ＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージの指示類型（Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ　Ｔｙ
ｐｅ）でターゲット搬送波を活性化することが指示される（Ｓ５０１）。ターゲット搬送
波（Ｔ－ｃａｒｒｉｅｒ）は、この段階で不活性化（点線で表現）している。基地局は、
ＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージ伝送時にＭＣＥＨのポーリングビットを１に設定して伝
送できる。これに応じて、端末は、ＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージに対するＡＡＩ＿Ｍ
ＳＧ－ＡＣＫメッセージまたはＭＡＥＨを主搬送波を通じて伝送する（Ｓ５０２）。基地
局は、端末からＡＡＩ＿ＭＳＧ－ＡＣＫメッセージまたはＭＡＥＨを受信すると、ＡＡＩ
＿ＣＭ－ＩＮＤメッセージを待機する。端末はターゲット搬送波を活性化（実線で表現）
させ、ターゲット搬送波が準備されたことを知らせるＡＡＩ＿ＣＭ－ＩＮＤメッセージを
、主搬送波を通じて基地局に伝送する（Ｓ５０３）。ＡＡＩ＿ＣＭ－ＩＮＤメッセージの
伝送後に、基地局と端末はターゲット搬送波を通じてデータ通信ができる。
【００９６】
　図６を参照して、主搬送波変更の場合における本発明の一実施例について説明する。
【００９７】
　図６ａを参照して、ターゲット主搬送波が不活性化搬送波である場合について説明する
。動作コードが主搬送波変更を表すＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージが、基地局から端末
に伝送される（Ｓ６１１）。基地局は、ＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージの成功的な受信
を確認するために、ＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージのＭＣＥＨのポーリングビットを１
に設定できる。端末は、ＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージに対するＡＡＩ＿ＭＳＧ－ＡＣ
ＫメッセージまたはＭＡＥＨを、サービング搬送波を通じて伝送する（Ｓ６１２）。この
ようなＡＡＩ＿ＭＳＧ－ＡＣＫメッセージまたはＭＡＥＨは、ＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッ
セージで特定される動作時間前に基地局に伝送することができる。端末は、ＡＡＩ＿ＣＭ
－ＣＭＤメッセージで特定される動作時間を参照して、動作時間にターゲット搬送波に主
搬送波をスイッチングし、必要時に、ターゲット搬送波を通じて同期化及びＣＤＭＡレン
ジング（または周期的レンジング）を行うことができる（Ｓ６１３）。ターゲット搬送波
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が不活性化搬送波だったので、端末は。動作時間後に、ターゲット搬送波が準備されたこ
とを知らせるＡＡＩ＿ＣＭ－ＩＮＤメッセージを、ターゲット搬送波を通じて伝送できる
（Ｓ６１４）。主搬送波変更後に、ターゲット主搬送波を通じて、基地局と端末との制御
信号及びデータの通信を行うことができる。
【００９８】
　ここで、ＡＡＩ＿ＣＭ－ＩＮＤメッセージは、主搬送波変更に成功した場合に、変更さ
れたターゲット主搬送波を通じて伝送されるが、主搬送波変更に失敗した場合は、サービ
ング主搬送波を通じてＡＡＩ＿ＣＭ－ＩＮＤメッセージが伝送される。図６ａでは、主搬
送波変更後にもサービング搬送波が活性化状態であるとしているが、主搬送波変更後にサ
ービング主搬送波を活性化状態に維持するか、または不活性化状態に変更するかは、ＡＡ
Ｉ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージに含まれたサービング主搬送波の次の状態（Ｎｅｘｔ　ｓｔ
ａｔｅ　ｏｆ　ｓｅｒｖｉｎｇ　ｐｒｉｍａｒｙ　ｃａｒｒｉｅｒ）フィールドによって
決定することができる。端末が搬送波集約を支援しない単一搬送波端末である場合は、こ
のフィールドを常に０（主搬送波変更後にサービング搬送波を不活性化させる）に設定す
ることができる。サービング主搬送波が主搬送波変更後に不活性化する場合に、主搬送波
変更に失敗すると、ＡＩ＿ＣＭ－ＩＮＤメッセージはサービング搬送波上のＢＲを通じて
伝送することができる。
【００９９】
　次に、図６ｂを参照して、ターゲット主搬送波が活性化した搬送波である場合について
説明する。図６ｂのＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージ伝送（Ｓ６２１）及びＡＡＩ＿ＭＳ
Ｇ－ＡＣＫメッセージまたはＭＡＥＨ伝送（Ｓ６２２）は、図６ａで説明した内容と類似
している。図６ｂでは、ターゲット搬送波が既に活性化した搬送波であるから、ターゲッ
ト搬送波が準備されたことを基地局に知らせるＡＡＩ＿ＣＭ－ＩＮＤメッセージを省略し
て済む。すなわち、端末は、ＡＡＩ＿ＣＭ－ＩＮＤメッセージを伝送せずに、ＡＡＩ＿Ｃ
Ｍ－ＣＭＤメッセージで特定される動作時間に、ターゲット主搬送波を通じて基地局と制
御信号及びデータの通信を行うことができる。サービング主搬送波は、搬送波変更後に不
活性化されてもよい。
【０１００】
　搬送波管理手順における動作時間及び中断時間
　搬送波管理手順においてＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤによって特定される動作時間（ａｃｔｉ
ｏｎ　ｔｉｍｅ）を定義し、不活性化する搬送波に対する中断時間（ｄｉｓｃｏｎｎｅｃ
ｔｉｏｎ　ｔｉｍｅ）を定義する本発明の一実施形態について説明する。
【０１０１】
　搬送波管理手順において、前述の主搬送波変更手順は、ＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセー
ジによって開始される。ＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージは、信頼できる伝送を要求する
ＭＡＣ制御メッセージであり、基地局は、ＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージを伝送し、再
伝送タイマーを始動させることができる。また、ＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージには動
作時間フィールドが定義され、端末は、ＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージによって特定さ
れる動作時間に、ターゲット完全設定搬送波にスイッチングする。動作時間は、ターゲッ
ト搬送波にスイッチングする時間でのスーパーフレーム番号の最下位ビット（ＬＳＢ）と
定義できる。
【０１０２】
　現在定義された動作時間によれば、端末がＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージを受信し、
ターゲット搬送波の活性化に対する動作を準備している途中に動作時間が満了することが
ある。すなわち、端末が正常に動作しても、主搬送波変更が行われる動作時間内にターゲ
ット搬送波が準備されない場合が生じうる。すなわち、ＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージ
で特定される動作時間が、ＡＡＩ＿ＣＭ－ＩＮＤメッセージが基地局に受信される以前の
時点と設定される場合には、基地局は、端末がＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージの受信に
失敗した、または、基地局の要請を拒絶したと誤解できる。これは主搬送波変更の失敗に
つながることがある。
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【０１０３】
　したがって、動作時間は、少なくともＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージの再伝送タイマ
ー満了時間以降に設定することを考慮できる。すなわち、（動作時間≧ＡＡＩ＿ＣＭ－Ｃ
ＭＤ伝送時点＋再伝送タイマー値）と定義できる。このように新しく定義された動作時間
によれば、基地局は、再伝送タイマーの満了時点に端末がＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセー
ジを受信できなかったと判断し、動作時間を新しく特定した新しいＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤ
メッセージを再伝送することができる。これにより、主搬送波変更動作時間が適切に設定
され、上述したように、端末が正常にメッセージを受信して動作するにも拘らず基地局が
主搬送波変更手順に失敗したと誤解することを防止することができる。
【０１０４】
　上述したＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージの動作時間フィールドは、表４のように定義
できる。
【０１０５】
【表４】

　また、主搬送波変更手順において中断時間（ｄｉｓｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　ｔｉｍｅ）
が明確に定義されることが要求される。ＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージの指示に従って
サービング主搬送波は主搬送波変更後に不活性化されてもよい。サービング主搬送波をい
つ不活性化させるかについて既存の搬送波変更手順では定義していない。そのため、端末
がＡＡＩ＿ＣＭ－ＩＮＤメッセージの伝送と同時にサービング搬送波との制御経路を切る
場合も排除することはできない。こうすると、まだ動作時間に至らず、ターゲット搬送波
が主搬送波に設定されていないため、サービング搬送波を切った時点から動作時間に到達
するまで制御メッセージ損失が発生することがある。そこで、主搬送波変更においてサー
ビング搬送波の中断時間をＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージによって定義される動作時間
と同一に定義することによって、制御メッセージ損失を防止することができる。
【０１０６】
　図７を参照して本実施例について説明する。基地局は端末にＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッ
セージを伝送すると同時に再伝送タイマーを始動させる（Ｓ７０１）。ＡＡＩ＿ＣＭ－Ｃ
ＭＤメッセージの動作コードは主搬送波変更を表し、「動作時間」フィールドにより主搬
送波変更の動作時間を特定できる。また、ＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージの「サービン
グ主搬送波の次の状態」フィールドは、サービング主搬送波が主搬送波変更後に不活性化
することを指示できる。端末がＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージを受信し、これに応答し
てターゲット主搬送波が準備（活性化）されたことを知らせるＡＡＩ＿ＣＭ－ＩＮＤメッ
セージを基地局に伝送できる（Ｓ７０２）。ＡＡＩ＿ＣＭ－ＩＮＤメッセージに従ってタ
ーゲット搬送波が活性化した後にも、ターゲット搬送波へのスイッチングがなされる動作
時間までは、制御メッセージが依然としてサービング主搬送波を通じて送受信され、ター
ゲット搬送波を通じて制御メッセージ以外のデータが通信されることが可能になる。その
ため、制御メッセージは、サービング主搬送波が切れるまで損失されることがない。上述
したように、ＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージによって特定される動作時間（Ｓ７０４）
は、再伝送タイマーが満了する時点（Ｓ７０３）よりも後の時点にすることができる。動
作時間（Ｓ７０４）に、端末と基地局との間にターゲット主搬送波を通じて制御メッセー
ジ及びデータ通信を行うことができる。また、サービング主搬送波を通じた制御信号の通
信の中断は、中断時間に行われ、中断時間は動作時間と同一に定義できる。主搬送波の次
の状態は、不活性化されることと指示されているので、動作時間（中断時間）後にサービ
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ング主搬送波は不活性化すればよい。一方、主搬送波変更以降のサービング主搬送波の次
の状態が活性化を維持することと指示される場合では、動作時間（中断時間）にサービン
グ主搬送波を通じた制御信号の通信のみ中断され、サービング主搬送波は活性化状態を維
持できる。
【０１０７】
　一方、補助搬送波管理（活性化／不活性化）において、端末が主搬送波を通じて伝送す
るＡＡＩ＿ＣＭ－ＩＮＤＭＡＣ制御メッセージから、基地局は、端末がＡＡＩ＿ＣＭ－Ｃ
ＭＤメッセージにリストされている搬送波を成功的に活性化／不活性化させたことを確認
できる。活性化の場合に、新しく活性化した搬送波のダウンリンク／アップリンクがデー
タトラフィックを伝送するために用いられる準備ができた時に、端末はＡＡＩ＿ＣＭ－Ｉ
ＮＤメッセージを伝送できる。
【０１０８】
　これと関連して、端末が一つ以上の搬送波を通じて同時にデータを送受信できるように
する搬送波集約モードで動作できる。搬送波集約モード支援端末は、ｎ個の割当搬送波が
基地局から割り当てられても、そのうちｍ個（１＜ｍ＜ｎ、ｍは整数）の搬送波のみを集
約できるキャパビリティのみを持つ端末が存在することがある。このような端末において
、ｍ個の搬送波を全部活性化した搬送波として用いる場合に、チャネル品質または負荷バ
ランシングなどのような理由から、活性化した一つの補助搬送波（搬送波＿１）を不活性
化させ、ｎ個の割り当てられた搬送波のうちの他の補助搬送波（搬送波＿２）を活性化さ
せることが要求される場合を考慮できる。
【０１０９】
　このような場合、現在定義されているＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤ制御メッセージでは、ター
ゲット搬送波＿１を不活性化させると同時にターゲット搬送波＿２を活性化させるために
、動作コード０に該当する補助搬送波管理動作を特定できる。
【０１１０】
　一つのＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージに対する応答としてＡＡＩ＿ＣＭ－ＩＮＤメッ
セージが伝送されることがある。ＡＡＩ＿ＣＭ－ＩＮＤメッセージは、ＡＡＩ＿ＣＭ－Ｃ
ＭＤメッセージで指示する動作によって次のような意味を有する。ＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤ
メッセージで指示する動作が活性化に対するものであれば、ＡＡＩ＿ＣＭ－ＩＮＤメッセ
ージは、ターゲット搬送波に対する活性化が完了し、データ通信準備が完了したことを知
らせるために伝送される。ＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージで指示する動作が不活性化に
対するものであれば、ＡＡＩ＿ＣＭ－ＩＮＤメッセージを伝送すると同時にターゲット搬
送波とのデータ通信は中断される。
【０１１１】
　そのため、活性化するように指示されたターゲット搬送波＿２と不活性化するように指
示されたターゲット搬送波＿１を、前述した端末キャパビリティの制約によって同時に活
性化状態にすることができないと、端末は、新しく活性化したターゲット搬送波＿２が準
備されたことを知らせるためのＡＡＩ＿ＣＭ－ＩＮＤメッセージを基地局に伝送すること
が不可能になる。すなわち、端末は、ターゲット搬送波＿１の不活性化を完了した後にタ
ーゲット搬送波＿２の活性化を行うことができるが、現在定義されたＡＡＩ＿ＣＭ－ＩＮ
Ｄメッセージではターゲット搬送波＿２の活性化について基地局に知らせる方法が設けら
れていない。
【０１１２】
　そこで、補助搬送波管理（活性化／不活性化）と関連して搬送波中断時間を定義できる
。基地局が、ターゲット搬送波を不活性化させるように命令するＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメ
ッセージを伝送する時に、ＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージと関連してターゲット搬送波
の中断時間を定義することができる。搬送波中断時間を定義する方法は、下記の通りであ
る。
【０１１３】
　（ａ）ＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージの動作コードが０（補助搬送波管理）に設定さ
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れ、指示類型＃１が１（不活性化）に設定される場合に中断時間を定義する。
【０１１４】
　（ｂ）ＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージの動作コードが０（補助搬送波管理）に設定さ
れ、指示類型＃０が１（活性化）に設定され、指示類型＃１も１（不活性化）に設定され
る場合にのみ中断時間を定義する。
【０１１５】
　（ｃ）中断時間フラグを定義し、このフラグが１に設定されている場合にのみ中断時間
を定義する。
【０１１６】
　（ｄ）ＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージで中断時間を定義せず、端末がＡＡＩ＿ＣＭ－
ＣＭＤメッセージを受信する時点をターゲット搬送波に対する中断時間と暗黙的に定義す
る。
【０１１７】
　上記の（ａ）及び（ｂ）の場合において不活性化するターゲット搬送波がｎの場合に、
それぞれの搬送波にｎ個の中断時間を定義してもよく、ｎ個のターゲット搬送波全てに同
一時間の１個の中断時間を定義してもよい。また、（ｃ）の場合に、中断時間フラグは、
上述した端末キャパビリティによる問題が生じうる場合（すなわち、第１ターゲット搬送
波と第２ターゲット搬送波が同時に活性化状態を維持できない場合）にのみ１に設定され
てもよい。
【０１１８】
　図８を参照して、中断時間が定義された場合における補助搬送波管理手順について説明
する。端末と基地局は、主搬送波（ＰＣ）を通じて制御メッセージ及びデータを通信し（
Ｓ８０１）、補助搬送波（Ｔ－ＳＣ＿１）を通じてデータを通信する（Ｓ８０２）。基地
局から端末に伝送されるＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージは、第１ターゲット補助搬送波
（Ｔ－ＳＣ＿１）を不活性化させ、第２ターゲット補助搬送波（Ｔ－ＳＣ＿２）を活性化
させるのに必要なパラメータを含み、不活性化する第１ターゲット補助搬送波（Ｔ－ＳＣ
＿１）に対する中断時間を含む（Ｓ８０３）。上述したように、端末のキャパビリティの
制約によって第１ターゲット補助搬送波（Ｔ－ＳＣ＿１）及び第２ターゲット補助搬送波
（Ｔ－ＳＣ＿２）が同時に活性化状態を維持することはできず、端末は、まず、ＡＡＩ＿
ＣＭ－ＣＭＤメッセージによって指示された中断時間に、第１ターゲット補助搬送波（Ｔ
－ＳＣ＿１）を不活性化させる（Ｓ８０４）。図８では、第１ターゲット補助搬送波（Ｔ
－ＳＣ＿１）が中断時間を境界にして実線（活性化）から点線（不活性化）に変更される
としている。第１ターゲット補助搬送波（Ｔ－ＳＣ＿１）の不活性化によって、端末は第
２ターゲット補助搬送波（Ｔ－ＳＣ＿２）を活性化させることが可能になる。端末は、Ａ
ＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージに基づいて不活性化状態だった第２ターゲット補助搬送波
（Ｔ－ＳＣ＿２）を活性化させ、新しく活性化した第２ターゲット搬送波（Ｔ－ＳＣ＿２
）を通じたデータ送受信が準備されると、これを基地局にＡＡＩ＿ＣＭ－ＩＮＤメッセー
ジを通じて知らせる（Ｓ８０５）。基地局がＡＡＩ＿ＣＭ－ＩＮＤメッセージを受信する
と、新しく活性化した第２ターゲット補助搬送波（Ｔ－ＳＣ＿２）を通じてデータを送受
信できる（Ｓ８０６）。上述した補助搬送波管理手順の間に、端末は基地局と主搬送波（
ＰＣ）を通じて制御信号及びデータの通信を維持できる。
【０１１９】
　上述したように、補助搬送波の活性化及び不活性化に対するＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッ
セージについて、基地局は、第１ターゲット補助搬送波の不活性化に対してＡＡＩ＿ＣＭ
－ＩＮＤメッセージなどを通じて端末から報告されなくても、定義された中断時間にター
ゲット搬送波が不活性化されたと認識でき、第２ターゲット補助搬送波の活性化に対して
ＡＡＩ＿ＣＭ－ＩＮＤメッセージを受信することによって、第２ターゲット補助搬送波が
準備されたことを認識することが可能になる。
【０１２０】
　一方、補助搬送波管理手順において中断時間を定義する本発明の実施例は、上述した端
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い場合に限定して適用されるわけではないことに留意されたい。補助搬送波管理手順にお
いて、ターゲット補助搬送波の不活性化が指示される任意の場合に中断時間を定義するこ
とによって、補助搬送波管理手順のエラーを防止し、動作の明確性を向上できるというこ
とが、当業者には容易に理解できる。
【０１２１】
　ＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージのパラメータを定義してターゲット補助搬送波の中断
時間を定義する本発明の種々の実施例について説明する。まず、ＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメ
ッセージの基本的なパラメータは、表５のように設定できる。
【０１２２】
【表５－１】

【０１２３】
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【表５－２】

　（１）ターゲット補助搬送波の不活性化に対する指示において中断時間を定義すること
ができる。Ｎ個のターゲット補助搬送波に対して１個の中断時間を定義することができる
。これにより、ＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージのパラメータの一部は、表６のように定
義できる。
【０１２４】
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【表６】

　（２）ターゲット補助搬送波の不活性化に対する指示において中断時間フラグが１に設
定されている場合にのみ中断時間を指示できる。Ｎ個のターゲット補助搬送波に対して１
個の中断時間を定義することができる。これにより、ＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージの
パラメータの一部は、表７のように定義できる。
【０１２５】

【表７】

　（３）ターゲット補助搬送波の不活性化に対する指示において中断時間を定義すること
ができる。Ｎ個のターゲット補助搬送波に対してＮ個の中断時間を定義することができる
。これにより、ＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージのパラメータの一部は、表８のように定
義できる。
【０１２６】
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【表８－１】

【０１２７】
【表８－２】

　（４）ターゲット補助搬送波の不活性化に対する指示において中断時間フラグが１に設
定されている場合にのみ中断時間を指示できる。Ｎ個のターゲット補助搬送波に対して一
つ以上の中断時間を定義することができる。これにより、ＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセー
ジのパラメータの一部は、表９のように定義できる。
【０１２８】
【表９－１】

【０１２９】
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【表９－２】

　（５）ターゲット補助搬送波の活性化及び不活性化を同時に指示する場合に中断時間を
定義することができる。Ｎ個のターゲット補助搬送波に対して１個の中断時間を定義する
ことができる。これにより、ＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージのパラメータの一部は、表
１０のように定義できる。
【０１３０】
【表１０】

　（６）ターゲット補助搬送波の活性化及び不活性化を同時に指示する場合に、中断時間
フラグが１に設定されている場合にのみ中断時間を定義することができる。Ｎ個のターゲ
ット補助搬送波に対して１個の中断時間を定義することができる。これにより、ＡＡＩ＿
ＣＭ－ＣＭＤメッセージのパラメータの一部は、表１１のように定義できる。
【０１３１】
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【表１１】

　（７）ターゲット補助搬送波の活性化及び不活性化を同時に指示する場合に、中断時間
フラグが１に設定されている場合にのみ中断時間を定義することができる。Ｎ個のターゲ
ット補助搬送波に対して一つ以上の中断時間を定義することができる。これにより、ＡＡ
Ｉ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージのパラメータの一部は、表１２のように定義できる。
【０１３２】
【表１２】

　上述の実施例で説明した通り、補助搬送波不活性化の中断時間を設定することによって
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、多重搬送波端末が、補助搬送波活性化／不活性化が一つのＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセ
ージを通じて指示される場合にも、ＡＡＩ＿ＣＭ－ＩＮＤメッセージ利用の混同を除去す
ることで、効率的で正確な搬送波管理手順を行えるようにする。
【０１３３】
　共通ＭＡＣハンドオーバー及び搬送波変更手順
　図２ａと関連して上述したように、単一搬送波を支援する基地局では、一つのＰＨＹが
一つのＭＡＣ制御器によって制御され、一つのセル内で多数のＭＡＣ－ＰＨＹエンティテ
ィが存在できる。それぞれのＭＡＣ－ＰＨＹエンティティごとに一つの基地局識別子（Ｂ
ＳＩＤ）が割り当てられる。単一搬送波支援端末は、一つのＭＡＣ－ＰＨＹエンティティ
によりデータを送受信する途中で、チャネル状態または他の条件によって、同一セル内で
他のＢＳＩＤを有するＭＡＣ－ＰＨＹエンティティに周波数間ハンドオーバー（ｉｎｔｅ
ｒ－ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｈａｎｄｏｖｅｒ）を行ってもよい。
【０１３４】
　効率的なハンドオーバーのために、基地局は、隣接公示（ＭＯＢ＿ＮＢＲ－ＡＤＶ）メ
ッセージを周期的にブロードキャストすることができる。隣接公示メッセージは、現在サ
ービング基地局と隣接基地局との間のシステム情報（ＳＩ）及び物理チャネル情報に対す
る差異値のみを伝送するように構成されている。共に位置する周波数割当（ｃｏ－ｌｏｃ
ａｔｅｄ　ＦＡ）での周波数間ハンドオーバーの場合には、プリアンブルインデックス（
Ｐｒｅａｍｂｌｅ　Ｉｎｄｅｘ）、ハンドオーバープロセス最適化（Ｈａｎｄｏｖｅｒ　
Ｐｒｏｃｅｓｓ　Ｏｐｔｉｍｉｚａｔｉｏｎ）、ダウンリンクチャネルディスクリプタ／
アップリンクチャネルディスクリプタ設定変更カウント（ＤＣＤ／ＵＣＤ　Ｃｏｎｆｉｇ
ｕｒａｔｉｏｎ　Ｃｈａｎｇｅ　Ｃｏｕｎｔ）、及びＴｙｐｅ－Ｌｅｎｇｔｈ－Ｖａｌｕ
ｅ符号化隣接情報（ＴＬＶ　Ｅｎｃｏｄｅｄ　Ｎｅｉｇｈｂｏｒ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏ
ｎ）などが省略されてもよい。
【０１３５】
　一般的なハンドオーバー手順について説明する。基地局によって開始されるハンドオー
バーの場合に、ハンドオーバー要請（ＡＡＩ＿ＨＯ－ＲＥＱ）メッセージ無しで非要請（
ｕｎｓｏｌｉｃｉｔｅｄ）ハンドオーバー命令（ＡＡＩ＿ＨＯ－ＣＭＤ）メッセージが伝
送されることがある。ＡＡＩ＿ＨＯ－ＣＭＤメッセージで定義される動作時間（ａｃｔｉ
ｏｎ　ｔｉｍｅ）に、端末はターゲット基地局とネットワーク再進入（ｒｅｅｎｔｒｙ）
手順を行うことができる。ＡＡＩ＿ＨＯ－ＣＭＤメッセージに応答してＡＡＩ＿ＨＯ－Ｉ
ＮＤメッセージが中断時間（ｄｉｓｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　ｔｉｍｅ）以前に可能であれ
ば伝送されてもよいが、ＡＡＩ＿ＨＯ－ＩＮＤメッセージは伝送されなくてもよい任意的
な（ｏｐｔｉｏｎａｌ）ものである。
【０１３６】
　図９ａ乃至図９ｃを参照して、一般的なハンドオーバー手順について説明する。
【０１３７】
　図９ａは、ハードハンドオーバー手順を示している。端末からのハンドオーバー要請（
ＡＡＩ＿ＭＳＨＯ－ＲＥＱ）メッセージ（Ｓ９１１）により、または、非要請方式により
、サービング基地局は端末にハンドオーバー命令（ＡＡＩ＿ＢＳＨＯ－ＣＭＤ）メッセー
ジを伝送する（Ｓ９１２）。端末は、ＡＡＩ＿ＢＳＨＯ－ＣＭＤメッセージに応答してＡ
ＡＩ＿ＨＯ－ＩＮＤメッセージをサービング基地局に伝送してもよい（Ｓ９１３）。端末
は、ＡＡＩ＿ＢＳＨＯ－ＣＭＤメッセージで特定される動作時間に、ターゲット基地局に
ネットワーク再進入手順を行う（Ｓ９１５）。ハードハンドオーバー手順では、端末はタ
ーゲット基地局へのネットワーク再進入手順（Ｓ９１５）以前にサービング基地局との接
続を切ることができる（Ｓ９１４）。ネットワーク再進入手順が完了した後に、端末はタ
ーゲット基地局とデータトラフィックを交換することができる（Ｓ９１６）。
【０１３８】
　図９ｂは、シームレス（ｓｅａｍｌｅｓｓ）ハンドオーバー手順を示している。シーム
レスハンドオーバーとは、ハンドオーバーがなされる前のサービス品質（ＱｏＳ）をその
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まま維持しながらハンドオーバーがなされることを意味する。端末からのハンドオーバー
要請（ＡＡＩ＿ＭＳＨＯ－ＲＥＱ）メッセージ（Ｓ９２１）により、または、非要請方式
により、サービング基地局は端末にハンドオーバー命令（ＡＡＩ＿ＢＳＨＯ－ＣＭＤ）メ
ッセージを伝送する（Ｓ９２２）。端末は、ＡＡＩ＿ＢＳＨＯ－ＣＭＤメッセージに応答
してＡＡＩ＿ＨＯ－ＩＮＤメッセージをサービング基地局に伝送してもよい（Ｓ９２３）
。端末は、中断時間にサービング基地局との接続を中断できる（Ｓ９２４）。端末は、Ａ
ＡＩ＿ＢＳＨＯ－ＣＭＤメッセージで特定される動作時間に、ターゲット基地局とレンジ
ング要請／応答（ＲＮＧ－ＲＥＱ／ＲＳＰ）メッセージを交換し（Ｓ９２５）、ターゲッ
ト基地局とデータトラフィックを交換できる（Ｓ９２６）。
【０１３９】
　図９ｃは、遮断前確立（Ｅｓｔａｂｌｉｓｈ　Ｂｅｆｏｒｅ　Ｂｒｅａｋ；ＥＢＢ）ハ
ンドオーバー手順を示している。端末からのハンドオーバー要請（ＡＡＩ＿ＭＳＨＯ－Ｒ
ＥＱ）メッセージ（Ｓ９３１）により、または、非要請方式により、サービング基地局は
端末にハンドオーバー命令（ＡＡＩ＿ＢＳＨＯ－ＣＭＤ）メッセージを伝送する（Ｓ９３
２）。端末はＡＡＩ＿ＢＳＨＯ－ＣＭＤメッセージに応答してＡＡＩ＿ＨＯ－ＩＮＤメッ
セージをサービング基地局に伝送してもよい（Ｓ９３３）。ＡＡＩ＿ＢＳＨＯ－ＣＭＤメ
ッセージで定義される動作時間に、端末はターゲット基地局とネットワーク再進入を行い
ながら、サービング基地局とのデータ通信を中断しない（Ｓ９３４）。ターゲット基地局
へのネットワーク再進入が完了すると、中断時間に、サービング基地局との接続を中断で
きる（Ｓ９３５）。ネットワーク再進入手順が完了した後に、端末はターゲット基地局と
データトラフィックを交換できる（Ｓ９３６）。
【０１４０】
　一方、図２ｂと関連して説明した通り、基地局が多重搬送波を支援する場合に、複数個
のＦＡ（搬送波）は一つの共通ＭＡＣによって制御されることが可能である。一つの共通
ＭＡＣによって制御される場合に、複数個の周波数チャネルに対して一つの基地局識別子
（ＢＳＩＤ）を用いることができる。これと関連して、単一搬送波支援端末（任意のＴＴ
Ｉ間に一つのＭＡＣ－ＰＨＹエンティティによって基地局とデータを交換できる端末）が
、共通ＭＡＣにより制御される搬送波のいずれか一搬送波を通じてサービス受けており、
該単一搬送波支援端末が負荷バランシングまたはチャネル品質の変化によって、共通ＭＡ
Ｃにより制御される他の搬送波にハンドオーバーする必要がある場合を考慮できる。この
ような単一搬送波端末のハンドオーバーは、前述した周波数間ハンドオーバーと同じ手順
によって行われてもよい。本発明の一実施形態では、単一搬送波端末のハンドオーバーが
、共通ＭＡＣによって制御される搬送波間ハンドオーバーである点に着目し、多重搬送波
を支援する端末が行う主搬送波変更と同様に、不要な情報の交換（例えば、ネットワーク
再進入過程）を省いたより簡単な方式のハンドオーバーを新しく提案する。
【０１４１】
　既存の多重搬送波システムで動作する単一搬送波端末において、ネットワーク再進入を
省略するハンドオーバー過程は定義されていない。そのため、全ての単一搬送波端末は、
ハンドオーバーを行う時にＡＡＩ＿ＨＯ－ＣＭＤメッセージにより指示される動作時間に
、最小限のネットワーク再進入過程（例えば、レンジング要請／応答（ＲＮＧ－ＲＥＱ／
ＲＳＰ）メッセージの交換）を行わねばならない。しかし、多重搬送波動作の主搬送波変
更で定義されるように、単一搬送波端末の共通ＭＡＣ搬送波間ハンドオーバーにおいても
ネットワーク再進入のような過程を省略することができる。また、共通ＭＡＣにより制御
される搬送波はいずれも一つの基地局により制御されるので、これら搬送波間のハンドオ
ーバーにおいてステーション識別子（ＳＴＩＤ）のような値が新しく割り当てられる必要
がなく、認証などの手順も省略できる。したがって、既存の周波数間ハンドオーバーに比
べてより簡略で効率的なハンドオーバー手順ができる。
【０１４２】
　ハンドオーバー手順による単一搬送波支援端末の共通ＭＡＣハンドオーバー
　図１０を参照して単一搬送波端末が共通ＭＡＣによって制御される搬送波間ハンドオー



(32) JP 5543595 B2 2014.7.9

10

20

30

40

50

バーを行う過程の実施例を説明する。
【０１４３】
　本明細書で使われる「共通ＭＡＣハンドオーバー」という用語は、共通ＭＡＣにより制
御される一つの搬送波（サービング搬送波）から、同一ＭＡＣにより制御される他の搬送
波（ターゲット搬送波）への「搬送波変更」を意味し、一つの共通のＭＡＣエンティティ
により制御される搬送波間のハンドオーバーを略称するものである。
【０１４４】
　図１０ａを参照して、ネットワーク再進入手順が省略された共通ＭＡＣハンドオーバー
について説明する。図１０ａに示すように、単一搬送波端末からのハンドオーバー要請（
ＡＡＩ＿ＭＳＨＯ－ＲＥＱ）メッセージ（Ｓ１０１１）により、または、非要請方式によ
り、基地局はサービング搬送波を通じて端末にハンドオーバー命令（ＡＡＩ＿ＢＳＨＯ－
ＣＭＤ）メッセージを伝送できる（Ｓ１０１２）。単一搬送波端末は、ＡＡＩ＿ＢＳＨＯ
－ＣＭＤメッセージに応答してＡＡＩ＿ＨＯ－ＩＮＤメッセージをサービング基地局に伝
送してもよい（Ｓ１０１３）。単一搬送波端末は、ＡＡＩ＿ＢＳＨＯ－ＣＭＤメッセージ
で定義される中断時間に、サービング搬送波を通じた基地局との接続を中断できる（Ｓ１
０１４）。
【０１４５】
　ターゲット搬送波はサービング搬送波と共に位置しており、同一の共通ＭＡＣによって
制御されるので、基地局は、一つのＭＡＣを通じて管理される端末の全てのＭＡＣ関連情
報を既に知っている。そのため、ネットワーク再進入過程においてターゲット基地局と端
末との間に最小限に行わねばならなかったＭＡＣ－レベルレンジング要請／応答メッセー
ジ送受信が省略されてもよい。これにより、本実施例では、ＡＡＩ＿ＢＳＨＯ－ＣＭＤメ
ッセージを受信した単一搬送波端末が、ＡＡＩ＿ＢＳＨＯ－ＣＭＤメッセージで定義され
る動作時間に直ちにハンドオーバーを行い、ターゲット搬送波を通じて基地局とデータを
交換できる（Ｓ１０１５）。これと関連して、単一搬送波端末は、ターゲット搬送波がサ
ービング搬送波と同一の共通ＭＡＣに属する搬送波であることを、動作時間以前に知って
いることが要求され、これはＡＡＩ＿ＢＳＨＯ－ＣＭＤメッセージまたは基地局からの隣
接公示（ＡＡＩ＿ＮＢＲ－ＡＤＶ）メッセージによって端末に伝達されるとよい。
【０１４６】
　図１０ｂを参照して、ハンドオーバー指示（ＡＡＩ＿ＨＯ－ＩＮＤ）メッセージを確認
メッセージとして用いる実施例について説明する。図１０ｂに示すように、単一搬送波端
末からのハンドオーバー要請（ＡＡＩ＿ＭＳＨＯ－ＲＥＱ）メッセージ（Ｓ１０２１）に
より、または、非要請方式により、基地局は、サービング搬送波を通じて端末にハンドオ
ーバー命令（ＡＡＩ＿ＢＳＨＯ－ＣＭＤ）メッセージを伝送できる（Ｓ１０２２）。端末
は、ハンドオーバー命令メッセージを受信した後に、中断時間に、サービング搬送波を通
じた基地局との接続を中断してもよい（Ｓ１０２３）。
【０１４７】
　上述のように、既存のハンドオーバー手順においてＡＡＩ＿ＨＯ－ＩＮＤメッセージは
任意的なものであるから、端末から基地局に伝送されなくてもよい。このような場合に、
上記の実施例と同様に端末からレンジング要請メッセージが省略されると、ＡＡＩ＿ＢＳ
ＨＯ－ＣＭＤメッセージに対するＭＡＣレベルのいかなる確認メッセージも端末から基地
局に伝送されず、直ちにターゲット搬送波へのハンドオーバーが行われることが可能であ
る。この場合に、もしハンドオーバー命令メッセージが損失されると、データの損失につ
ながることもある。
【０１４８】
　そこで、基地局が端末のハンドオーバーが完了したことを確認できるように確認メッセ
ージ（ｃｏｎｆｉｒｍ　ｍｅｓｓａｇｅ）を伝送できる。そのために、単一搬送波端末が
共通ＭＡＣハンドオーバーを行う場合に、ハンドオーバー命令メッセージに対する応答と
して伝送されるＡＡＩ＿ＨＯ－ＩＮＤメッセージを、動作時間後に（サービング搬送波で
はなく）ターゲット搬送波を通じて伝送することを考慮することができる（Ｓ１０２４）
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。これと関連して、端末がターゲット搬送波でＡＡＩ＿ＨＯ－ＩＮＤメッセージを伝送す
るためには、動作時間に基地局からのアップリンクグラント（ＵＬ　ｇｒａｎｔ）が必要
とされる。ターゲット搬送波でＡＡＩ＿ＨＯ－ＩＮＤメッセージを受信した基地局は、単
一搬送波端末が成功的に共通ＭＡＣハンドオーバーを行ったと見なし、ターゲット搬送波
を通じて端末とデータを送受信できる（Ｓ１０２５）。
【０１４９】
　図１０ｃを参照して、帯域幅要請（ＢＲ）またはチャネル品質指示子割当／報告（ＣＱ
Ｉ　ａｌｌｏｃａｔｉｏｎ／ｒｅｐｏｒｔ）を用いるハンドオーバー手順について説明す
る。図１０ｃに示すように、単一搬送波端末からのハンドオーバー要請（ＡＡＩ＿ＭＳＨ
Ｏ－ＲＥＱ）メッセージ（Ｓ１０３１）により、または、非要請方式により、基地局はサ
ービング搬送波を通じて端末にハンドオーバー命令（ＡＡＩ＿ＢＳＨＯ－ＣＭＤ）メッセ
ージを伝送できる（Ｓ１０３２）。単一搬送波端末は、ＡＡＩ＿ＢＳＨＯ－ＣＭＤメッセ
ージに応答してＡＡＩ＿ＨＯ－ＩＮＤメッセージをサービング基地局に伝送してもよい（
Ｓ１０３３）。単一搬送波端末は、ＡＡＩ＿ＢＳＨＯ－ＣＭＤメッセージで定義される中
断時間に、サービング搬送波を通じた基地局との接続を中断できる（Ｓ１０３４）。
【０１５０】
　本実施例では、既存のハンドオーバー手順と同様に、端末がＡＡＩ＿ＨＯ－ＩＮＤメッ
セージを任意的に伝送できるようにする（Ｓ１０３３）。一方、ＡＡＩ＿ＨＯ－ＣＭＤメ
ッセージが損失されていないことを確認可能にするために、既存に定義されたハンドオー
バー手順において、動作時間に端末がレンジング要請メッセージをターゲット搬送波で伝
送する代わりに、本実施例では帯域幅要請（ＢＲ）をターゲット搬送波で伝送することが
できる（Ｓ１０３５）。
【０１５１】
　または、確認メッセージとしてＣＱＩ報告を用いる場合に、端末がＣＱＩ報告を基地局
に伝送するために、基地局は、動作時間にターゲット搬送波でＣＱＩチャネル（ＣＱＩＣ
Ｈ）を端末に割り当てることができる。端末は、基地局によって割り当てられたＣＱＩＣ
Ｈを通じてＣＱＩ報告を伝送できる（Ｓ１０３５）。基地局は、ターゲット搬送波でＣＱ
Ｉ報告を受信することによって、端末が成功的にハンドオーバーを完了したことを認識で
きる。
【０１５２】
　基地局は、端末からターゲット搬送波でＢＲまたはＣＱＩ報告を受信すると、端末がタ
ーゲット搬送波へと成功的にハンドオーバーしたことがわかり、ターゲット搬送波を通じ
て端末とデータを送受信することができる（Ｓ１０３６）。
【０１５３】
　図１１を参照して、共通ＭＡＣハンドオーバー過程においてネットワーク再進入時の端
末の動作について説明する。図１１は、既存のハンドオーバーネットワーク再進入手順に
おける端末の動作に、共通ＭＡＣハンドオーバーにおける端末の動作を追加した図である
。上述したように、共通ＭＡＣハンドオーバー過程ではネットワーク再進入過程を省略し
た、より簡単な方式のハンドオーバーが適用され、ＡＡＩ＿ＨＯ－ＣＭＤメッセージが損
失していないことを確認可能にするために、ターゲット基地局によるＣＱＩＣＨ割当及び
端末のＣＱＩ報告を用いることができる。図１１に示すように、周波数間ハンドオーバー
が共通ＭＡＣ内で発生する場合に（Ｓ１１０１）、ターゲット基地局は、ＡＡＩ＿ＨＯ－
ＣＭＤメッセージで定義される動作時間に、ターゲット搬送波を通じて端末に対するＣＱ
ＩＣＨを割り当て、端末はターゲット搬送波に対するＣＱＩを報告できる（Ｓ１１０２）
。共通ＭＡＣハンドオーバーでは、ＡＡＩ＿ＲＮＧ－ＲＥＱ／ＲＳＰ送受信が省略されて
もよい（Ｓ１１０３）。ターゲット基地局がＣＱＩ報告を受信することでハンドオーバー
手順が完了できる（Ｓ１１０４）。
【０１５４】
　以下では、単一搬送波端末がハンドオーバー命令（ＡＡＩ＿ＨＯ－ＣＭＤ）メッセージ
を用いて共通ＭＡＣハンドオーバーを行う本発明の実施例について説明する。
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【０１５５】
　既存のＡＡＩ＿ＨＯ－ＣＭＤメッセージは、下記の３つのモードと定義されている。
【０１５６】
　　－０ｂ００：ハンドオーバー命令（ＨＯ　Ｃｏｍｍａｎｄ）;
　　－０ｂ０１：ＭＺｏｎｅからＬＺｏｎｅへの領域変更命令（ｚｏｎｅ　ｓｗｉｔｃｈ
　ｃｏｍｍａｎｄ　ｆｒｏｍ　ＭＺｏｎｅ　ｔｏ　ＬＺｏｎｅ）;
　　－０ｂ１１：端末ハンドオーバー要請拒否（リスト中の基地局利用不可）（ＡＭＳ　
ＨＯ　ｒｅｑｕｅｓｔ　ｒｅｊｅｃｔｅｄ（ＡＢＳ　ｉｎ　ｌｉｓｔ　ｕｎａｖａｉｌａ
ｂｌｅ））
　モード０ｂ００の場合に、ＡＡＩ＿ＨＯ－ＣＭＤメッセージは、一つ以上のターゲット
基地局、及び以下のパラメータを含む。
【０１５７】
　　－ハンドオーバー再進入モード（ＨＯ＿Ｒｅｅｎｔｒｙ＿Ｍｏｄｅ）、中断時間オフ
セット（Ｄｉｓｃｏｎｎｅｃｔ　ｔｉｍｅ　ｏｆｆｓｅｔ）、リソース維持時間（Ｒｅｓ
ｏｕｒｃｅ＿Ｒｅｔａｉｎ＿Ｔｉｍｅ）
　－それぞれのターゲット基地局に対して以下のパラメータが含まれる。
【０１５８】
　　－ターゲット基地局識別子（ｔａｒｇｅｔ　ＡＢＳ　ＩＤ）、動作時間（Ａｃｔｉｏ
ｎ　Ｔｉｍｅ）、ＣＤＭＡレンジングフラグ（ＣＤＭＡ＿ＲＮＧ＿ＦＬＡＧ）、ハンドオ
ーバープロセス最適化（ＨＯ　Ｐｒｏｃｅｓｓ　Ｏｐｔｉｍｉｚａｔｉｏｎ）、レンジン
グ開始期限（Ｒａｎｇｉｎｇ　ｉｎｉｔｉａｔｉｏｎ　ｄｅａｄｌｉｎｅ）、サービスレ
ベル予測（ｓｅｒｖｉｃｅ　ｌｅｖｅｌ　ｐｒｅｄｉｃｔｉｏｎ）
　－多重搬送波基地局であるそれぞれの基地局に対して以下のパラメータが含まれる。
【０１５９】
　　－物理搬送波インデックス（Ｐｈｙｓｉｃａｌ＿Ｃａｒｒｉｅｒ＿Ｉｎｄｅｘ）
　－多重搬送波キャパビリティを有する端末に対して以下のパラメータが含まれる。
【０１６０】
　　－多重搬送波ハンドオーバー指示（ＭＣＨＯ＿Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ）
　モード０ｂ０１の場合に、ＭＺｏｎｅ（新種端末（ＩＥＥＥ８０２．１６ｍ標準に従う
端末）支援領域）からＬＺｏｎｅ（レガシー端末（ＩＥＥＥ ８０２．１６ｅ標準に従う
端末）支援領域）への領域変更命令として用いられるＡＡＩ＿ＨＯ－ＣＭＤメッセージは
、以下のパラメータを含む。
【０１６１】
　　－ハンドオーバー再進入モード（ＨＯ＿Ｒｅｅｎｔｒｙ＿Ｍｏｄｅ）、動作時間（Ａ
ｃｔｉｏｎ　Ｔｉｍｅ）、リソース維持時間（Ｒｅｓｏｕｒｃｅ＿Ｒｅｔａｉｎ＿Ｔｉｍ
ｅ）、ＣＤＭＡレンジングフラグ（ＣＤＭＡ＿ＲＮＧ＿ＦＬＡＧ）、ＬＺｏｎｅ情報（Ｌ
Ｚｏｎｅ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）
　モード０ｂ１１の場合に、ＡＡＩ＿ＨＯ－ＣＭＤメッセージはいかなるターゲットＡＢ
Ｓも含まない。
【０１６２】
　本発明の一実施例によれば、モード０ｂ００のＡＡＩ＿ＨＯ－ＣＭＤメッセージで定義
されるハンドオーバープロセス最適化（ＨＯ　ｐｒｏｃｅｓｓ　ｏｐｔｉｍｉｚａｔｉｏ
ｎ）フィールドを通じて共通ＭＡＣハンドオーバーを指示できる。これと関連して、既存
のＡＡＩ＿ＨＯ－ＣＭＤメッセージにおいてハンドオーバープロセス最適化（ＨＯ　Ｐｒ
ｏｃｅｓｓ　Ｏｐｔｉｍｉｚａｔｉｏｎ）フィールドは、下記のように定義できる。
【０１６３】
　－それぞれのビット位置に対して、０の値は、関連した再進入管理メッセージが要求さ
れることを表し、１の値は、再進入管理メッセージを省略できることを表す。
【０１６４】
　　－ビット＃０：再進入過程中にＡＡＩ＿ＳＢＣ－ＲＥＱ／ＲＳＰ管理メッセージを省
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略する；
　　－ビット＃１：現在再進入過程中にＴＥＫ段階以外のＰＫＭ認証段階を省略する；
　　－ビット＃２：シームレスハンドオーバー（ｓｅａｍｌｅｓｓ　ＨＯ）;
　　－ビット＃３：議論予定（ＴＢＤ）
　本実施例では、ハンドオーバープロセシング最適化フィールドの未定義されたビット＃
３を、下記のように定義できる。
【０１６５】
　－ビット＃３：共通ＭＡＣハンドオーバーまたは再進入過程中にＡＡＩ＿ＲＮＧ－ＲＥ
Ｑ／ＲＳＰメッセージを省略する
　このように定義されるビット＃３が１に設定されたハンドオーバープロセシング最適化
フィールドを含むＡＡＩ＿ＨＯ－ＣＭＤメッセージを受信する端末は、命令されるハンド
オーバーが共通ＭＡＣハンドオーバーであることを認知できる。
【０１６６】
　一方、上述したように、共通ＭＡＣによって制御される周波数チャネルはいずれも同一
の基地局識別子（ＢＳＩＤ）を用いるため、端末は、ターゲット搬送波が同一のＢＳＩＤ
を有する搬送波であることを確認し、共通ＭＡＣハンドオーバーであるか否かを認知でき
る。これと関連して、端末は、基地局がブロードキャスティングする多重搬送波公示（Ａ
ＡＩ＿ＭＣ－ＡＤＶ）メッセージまたは隣接公示（ＡＡＩ＿ＮＢＲ－ＡＤＶ）メッセージ
を通じて、該当の搬送波のＢＳＩＤを予め知ることができる。そのため、端末が受信した
ハンドオーバー命令メッセージによって特定されるターゲット搬送波が、サービング搬送
波と同じＢＳＩＤを有する搬送波である場合には、ＡＡＩ＿ＨＯ－ＣＭＤメッセージによ
って命令されたハンドオーバーが共通ＭＡＣハンドオーバーであることを、端末は暗黙的
に認知できる。
【０１６７】
　本発明の他の実施例によれば、上記のＡＡＩ＿ＨＯ－ＣＭＤメッセージに、搬送波変更
命令モードをさらに定義することができる。すなわち、ＡＡＩ＿ＨＯ－ＣＭＤメッセージ
のモードは、下記の４つのモードと定義できる。
【０１６８】
　　－０ｂ００：ハンドオーバー命令（ＨＯ　Ｃｏｍｍａｎｄ）；
　　－０ｂ０１：ＭＺｏｎｅからＬＺｏｎｅへの領域変更命令（ｚｏｎｅ　ｓｗｉｔｃｈ
　ｃｏｍｍａｎｄ　ｆｒｏｍ　ＭＺｏｎｅ　ｔｏ　ＬＺｏｎｅ）；
　　－０ｂ１０：搬送波変更命令（Ｃａｒｒｉｅｒ　Ｃｈａｎｇｅ　Ｃｏｍｍａｎｄ）
　　－０ｂ１１：端末ハンドオーバー要請拒否（リスト中の基地局利用不可）（ＡＭＳ　
ＨＯ　ｒｅｑｕｅｓｔ　ｒｅｊｅｃｔｅｄ（ＡＢＳ　ｉｎ　ｌｉｓｔ　ｕｎａｖａｉｌａ
ｂｌｅ））
　モード０ｂ１０の場合に、ＡＡＩ＿ＨＯ－ＣＭＤメッセージは、以下のパラメータを含
むことができる。
【０１６９】
　　－ターゲット搬送波の物理搬送波インデックス（Ｐｈｙｓｉｃａｌ＿Ｃａｒｒｉｅｒ
＿Ｉｎｄｅｘ　ｏｆ　ｔａｒｇｅｔ　ｃａｒｒｉｅｒ）
　　－中断時間（Ｄｉｓｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　ｔｉｍｅ）（例えば、サービング搬送波
との接続を中断する時点と設定できる）
　　－動作時間（Ａｃｔｉｏｎ　ｔｉｍｅ）（例えば、ターゲット搬送波で搬送波変更の
成功を知らせる確認メッセージ伝送時点と設定できる）
　　－ＣＤＭＡ＿ＲＮＧ＿ＦＬＡＧ
　　－専用ＣＤＭＡレンジングコード／機会（Ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　ＣＤＭＡ　ｒａｎｇ
ｉｎｇ　ｃｏｄｅ／ｏｐｐｏｒｔｕｎｉｔｙ）（ＣＤＭＡ＿ＲＮＧ＿ＦＬＡＧが１に設定
される場合に）
　図１２を参照して、単一搬送波端末が、上のように定義されたハンドオーバー命令（Ａ
ＡＩ＿ＨＯ－ＣＭＤ）メッセージを用いて共通ＭＡＣハンドオーバーを行う、本発明の実
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施例について説明する。
【０１７０】
　端末は、モードが０ｂ１０であるＡＡＩ＿ＨＯ－ＣＭＤメッセージを基地局から受信す
ることができる（Ｓ１２０１）。端末は、ＡＡＩ＿ＨＯ－ＣＭＤメッセージに応答してＡ
ＡＩ＿ＨＯ－ＩＮＤメッセージを、サービング搬送波を通じて基地局に伝送してもよい（
Ｓ１２０２）。一方、後述するように、ターゲット搬送波へのハンドオーバーに成功した
ことを知らせる確認メッセージとして、ＡＡＩ＿ＨＯ－ＩＮＤメッセージがターゲット搬
送波を通じて伝送される場合は、サービング搬送波を通じたＡＡＩ＿ＨＯ－ＩＮＤメッセ
ージの伝送は省略できる。
【０１７１】
　端末は、ＡＡＩ＿ＨＯ－ＣＭＤメッセージで定義される中断時間に、サービング搬送波
との接続を中断し、必要な場合、ターゲット搬送波を通じた同期化及びレンジング（ＣＤ
ＭＡレンジングまたは周期的レンジング）を行うことができる（Ｓ１２０３）。もし、中
断時間が定義されていない場合は、動作時間にサービング搬送波との接続を中断し、確認
メッセージをターゲット搬送波を通じて伝送してもよい。
【０１７２】
　端末はＡＡＩ＿ＨＯ－ＣＭＤメッセージで定義される動作時間に、ターゲット搬送波を
通じて確認メッセージ（ＡＡＩ＿ＨＯ－ＩＮＤ、ＢＲまたはＣＱＩ　ｒｅｐｏｒｔ）を伝
送できる（Ｓ１２０４）。このような確認メッセージを通じて、基地局は端末の搬送波変
更の成功を確認することができる。確認メッセージ送受信後に、端末と基地局はターゲッ
ト搬送波を通じてデータを送受信できる（Ｓ１２０５）。
【０１７３】
　搬送波管理手順による単一搬送波端末の共通ＭＡＣハンドオーバー
　図１３を参照して、単一搬送波端末が多重搬送波関連ＭＡＣ制御メッセージを解析して
搬送波変更手順を行う本発明の実施例について説明する。
【０１７４】
　図１０と関連して説明した共通ＭＡＣハンドオーバー手順は、単一搬送波端末が多重搬
送波関連ＭＡＣメッセージを受信及び／または解析できない場合において、共通ＭＡＣに
より制御される搬送波の間で周波数間ハンドオーバーをＡＡＩ＿ＨＯ－ＣＭＤ／ＩＮＤメ
ッセージを用いながらも、既存のハンドオーバー手順よりも簡略に行えるようにする実施
例に関するものである。
【０１７５】
　一方、単一搬送波端末が多重搬送波関連ＭＡＣ制御メッセージを受信して解析できるキ
ャパビリティを有することもある。上記の表１と関連して説明した通り、単一搬送波端末
が基本多重搬送波モード（Ｂａｓｉｃ　ＭＣ　ｍｏｄｅ）の多重搬送波キャパビリティを
有するということは、端末が、基地局での多重搬送波動作（主搬送波変更及び多重搬送波
動作関連最適化スキャニングに対する支援を含む）を認識できることを意味する。このよ
うな端末のキャパビリティは、初期ネットワーク進入手順中に端末が基地局に伝送するＡ
ＡＩ＿ＲＥＧ－ＲＥＱメッセージを通じて基地局に知らせることができる。
【０１７６】
　このような単一搬送波端末の場合には、多重搬送波関連ＭＡＣ制御メッセージ（例えば
、ＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージ）を通じて、共通ＭＡＣにより制御される完全設定搬
送波の一つに、端末の搬送波を簡単に変更（ハンドオーバー）できる。ただし、単一搬送
波端末は、多重搬送波端末とは違い、同時に複数個の搬送波を用いることができない点を
考慮して、本実施例では、多重搬送波動作の主搬送波変更手順とは異なる新しい手順を提
案する。
【０１７７】
　上述のように、搬送波管理命令（ＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤ）メッセージは、基本的には、
多重搬送波支援端末で補助搬送波管理（活性化／不活性化）及び主搬送波変更のために用
いられるＭＡＣ制御メッセージである。一方、「基本多重搬送波モード」である多重搬送
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波キャパビリティを有する単一搬送波端末では、多重搬送波を支援する基地局からブロー
ドキャストされる多重搬送波公示（ＡＡＩ＿ＭＣ－ＡＤＶ）メッセージを通じて、基地局
が支援する全ての可用搬送波（ａｖａｉｌａｂｌｅ　ｃａｒｒｉｅｒ）の物理インデック
ス及び設定情報を受信することができる。すなわち、基本多重搬送波モードを支援する単
一搬送波端末は、現在サービスを受けているセルの全ての搬送波情報がわかる。「基本多
重搬送波モード」の定義で説明した通り、このような単一搬送波端末は、基地局からのＡ
ＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージを受信することができ、ＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージ
の動作コードが１である場合（すなわち、主搬送波変更である場合）を認識できる。した
がって、基本多重搬送波モードを支援する単一搬送波端末は、搬送波管理命令（ＡＡＩ＿
ＣＭ－ＣＭＤ）メッセージを通じて、共通ＭＡＣにより制御される搬送波の間で搬送波変
更手順を行うことが可能になる。
【０１７８】
　基本多重搬送波モードを支援しても、単一搬送波端末は、任意の時点で一つの搬送波の
みをモニタリングできるため、多重搬送波端末に対する主搬送波変更手順のように、ター
ゲット搬送波を活性化にした後に搬送波変更をする手順は、単一搬送波端末には適用する
ことができない。
【０１７９】
　本実施例において、基本的に、サービング基地局が、現在サービング搬送波でＡＡＩ＿
ＣＭ－ＣＭＤ制御メッセージを通じて端末にそのサービング基地局内の可用完全設定され
た搬送波の一つに搬送波を変更するように指示することかできる。単一搬送波端末には、
割り当てられた搬送波（ａｓｓｉｇｎｅｄ　ｃａｒｒｉｅｒ）を割り当てることができず
、ターゲット搬送波としては可用完全設定された搬送波の一つを指示しなければならない
。単一搬送波端末は、ＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージを受信すると、サービング搬送波
を通じた制御接続を切り、基地局によって特定された動作時間に、ターゲット完全設定さ
れた搬送波へと搬送波変更を行うことができる。単一搬送波端末は、任意の時間に一つの
搬送波のみを通じて基地局と通信できるので、ターゲット搬送波で基地局と接続するため
には、サービング搬送波を通じた接続をまず切る必要がある。また、ＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭ
Ｄメッセージにレンジング指示子または専用ＣＤＭＡレンジングフラグが設定された場合
に、端末は、ターゲット搬送波を通じて周期的レンジングまたは専用レンジング手順を行
うことができる。
【０１８０】
　図１３を参照して、単一搬送波端末が搬送波管理メッセージ（ＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤ／
ＩＮＤメッセージ）を用いて搬送波変更を行う手順について説明する。単一搬送波端末が
、動作コードが１である主搬送波変更に該当するＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージを、基
地局から受信することができる（Ｓ１３０１）。単一搬送波端末に対してＡＡＩ＿ＣＭ－
ＣＭＤメッセージによって特定されるターゲット搬送波が物理搬送波インデックスである
と定義されてもよい。単一搬送波端末は、多重搬送波端末とは違い、基地局から、割り当
てられた搬送波（ａｓｓｉｇｎｅｄ　ｃａｒｒｉｅｒ）が割り当てられず、よって、割り
当てられた搬送波を指示する論理搬送波インデックスは、単一搬送波端末に対して用いる
ことができない。または、全ての端末にターゲット搬送波を指示するために、物理搬送波
インデックスが用いられてもよい。一方、多重搬送波を支援する端末に対しては、ターゲ
ット搬送波指示子は、割り当てられた完全設定された搬送波の一つでよく、論理搬送波イ
ンデックスが用いられてもよい。
【０１８１】
　端末は、ＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージに応答してＡＡＩ＿ＣＭ－ＩＮＤメッセージ
を伝送してもよいが（Ｓ１３０２）、後述するように、搬送波変更の確認メッセージとし
てＡＡＩ＿ＣＭ－ＩＮＤメッセージが用いられる場合には、サービング搬送波を通じたＡ
ＡＩ＿ＣＭ－ＩＮＤメッセージの伝送は省略されてもよい。
【０１８２】
　端末は、ＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージにより特定される動作時間に、サービング搬
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送波との接続を中断し、必要時に、ターゲット搬送波との同期化及びレンジング（ＣＤＭ
Ａ専用レンジングまたは周期的レンジング）を行い、ターゲット搬送波を通じた基地局と
の接続を確立することができる（Ｓ１３０３）。ここで、サービング搬送波との中断時間
を別に設定せず、動作時間を中断時間として端末が解析し、サービング搬送波との接続を
中断する動作が行われてもよい。同期化及びレンジングが成功的に完了した後に、端末は
、ターゲット搬送波でＡＡＩ＿ＣＭ－ＩＮＤメッセージを伝送したり、ターゲット搬送波
への帯域幅要請またはチャネル品質指示子報告（ＣＱＩ　ｒｅｐｏｒｔ）を伝送すること
によって、搬送波変更の成功を基地局に知らせることができる（Ｓ１３０４）。
【０１８３】
　これと関連して、ＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージに含まれるフィールドのうち、「サ
ービング主搬送波の次の状態（Ｎｅｘｔ　ｓｔａｔｅ　ｏｆ　ｓｅｒｖｉｎｇ　ｐｒｉｍ
ａｒｙ　ｃａｒｒｉｅｒ）」フィールドは、主搬送波変更以後に、サービング搬送波が不
活性化状態に変更（値：０）、または活性化状態を維持（値：１）することを表す。単一
搬送波端末に対して、「サービング主搬送波の次の状態（Ｎｅｘｔ　ｓｔａｔｅ　ｏｆ　
ｓｅｒｖｉｎｇ　ｐｒｉｍａｒｙ　ｃａｒｒｉｅｒ）」フィールドは、「レンジング指示
子（Ｒａｎｇｉｎｇ　ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）」フィールドとして用いられてもよい。レン
ジング指示子フィールドが「０」に設定されると、ターゲット搬送波に対するレンジング
が要求されないことを表し、「１」に設定されると、ターゲット搬送波に対して周期的レ
ンジングが要求されることを表すことができる。
【０１８４】
　または、搬送波集約を支援しない単一搬送波端末は、一つの搬送波のみを通じて基地局
と通信を行うことができるので、サービング搬送波は、搬送波変更以後に、常に不活性化
状態でなければならない。そのため、本実施例において、「サービング主搬送波の次の状
態」は、常に０（不活性化状態）に設定されればよい。この場合、レンジング指示子フィ
ールドは別のフィールドとして定義されてもよい。
【０１８５】
　レンジング指示子を用いた周期的レンジングを行う代わりに、ＣＤＭＡコード／機会を
用いた専用レンジングを行うフィールドを含むと定義されてもよい。この場合に、ＡＡＩ
＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージにＣＤＭＡ＿ＲＮＧ＿ＦＬＡＧフィールドを定義することがで
きる。ターゲット搬送波に対するＣＤＭＡレンジングフラグが０に設定される場合は、レ
ンジングが要求されないことを表し、１に設定される場合は、ターゲット搬送波に対する
専用レンジングが要求されることを表すことができる。ＣＤＭＡ＿ＲＮＧ＿ＦＬＡＧフィ
ールドが１に設定されると、専用ＣＤＭＡレンジングコード／機会（ｄｅｄｉｃａｔｅｄ
　ＣＤＭＡ　ｒａｎｇｉｎｇ　ｃｏｄｅ／ｏｐｐｏｒｔｕｎｉｔｙ）を含むことができる
。
【０１８６】
　本実施例は、現在定義されているＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージに含まれるフィール
ドを用いて単一搬送波端末の共通ＭＡＣハンドオーバーを行えるようにする。または、多
重搬送波支援端末とはいえ、主搬送波変更のサービング搬送波とターゲット搬送波を同時
に使用できない制約が存在する場合は、本実施例のような手順を用いて主搬送波変更を行
ってもよい。
【０１８７】
　本実施例によって、ＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージのパラメータの一部は、表１３の
ように定義されてもよい。
【０１８８】
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【表１３】

　または、主搬送波変更のターゲット搬送波は、常に物理的搬送波インデックスで指示さ
れ、レンジング指示子フィールドを別に定義する場合において、ＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメ
ッセージのパラメータの一部は、表１４のように定義されてもよい。
【０１８９】
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【表１４】

　または、レンジング指示子を用いた周期的レンジングを行う代わりに、ＣＤＭＡコード
／機会を用いた専用レンジングを行うフィールドを含むと定義されることもある。この場
合には、ＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージにＣＤＭＡ＿ＲＮＧ＿ＦＬＡＧフィールドを定
義してもよい。ターゲット搬送波に対するＣＤＭＡレンジングフラグが０に設定される場
合は、レンジングが要求されないことを表し、１に設定される場合は、ターゲット搬送波
に対する専用レンジングが要求されることを表すことができる。ＣＤＭＡ＿ＲＮＧ＿ＦＬ
ＡＧフィールドが１に設定されると、専用ＣＤＭＡレンジングコード／機会（ｄｅｄｉｃ
ａｔｅｄ　ＣＤＭＡ　ｒａｎｇｉｎｇ　ｃｏｄｅ／ｏｐｐｏｒｔｕｎｉｔｙ）が含まれれ
ばよい。この場合、ＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージのパラメータの一部は、表１５のよ
うに定義されてもよい。
【０１９０】
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【表１５】

　図１４を参照して、単一搬送波端末が搬送波管理制御メッセージを用いて共通ＭＡＣハ
ンドオーバーを行う手順について説明する。
【０１９１】
　図１４ａに示す手順において、ＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージが単一搬送波端末の搬
送波変更のために用いられる場合に、ＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージの動作コードにお
いて「搬送波変更」を表す動作コードを、例えば、「１１」と新しく定義することができ
る。このようなコードにより、単一搬送波端末は、搬送波変更を認識し、それに応じた動
作を行うことができる。
【０１９２】
　単一搬送波端末が、動作コードが１１である搬送波変更に該当するＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭ
Ｄメッセージを、基地局から受信することができる（Ｓ１４１１）。動作コード１１に該
当する場合に、ＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージは、ターゲット搬送波インデックス（Ｔ
ａｒｇｅｔ　ｃａｒｒｉｅｒ　ｉｎｄｅｘ）、中断時間（ｄｉｓｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　
ｔｉｍｅ）、動作時間（ａｃｔｉｏｎ　ｔｉｍｅ）、レンジング指示子（Ｒａｎｇｉｎｇ
　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）を含むことができる。
【０１９３】
　単一搬送波端末に対してＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージによって特定されるターゲッ
ト搬送波は、物理搬送波インデックスを指すことができる。端末は、ＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭ
Ｄメッセージに応答してＡＡＩ＿ＣＭ－ＩＮＤメッセージを伝送してもよいが（Ｓ１４１
２）、後述するように、搬送波変更の確認メッセージとしてＡＡＩ＿ＣＭ－ＩＮＤメッセ
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ージが用いられる場合は、サービング搬送波を通じたＡＡＩ＿ＣＭ－ＩＮＤメッセージの
伝送は省略されてもよい。
【０１９４】
　端末は、ＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージにより特定される中断時間に、サービング搬
送波との接続を中断し、必要時に、ターゲット搬送波との同期化及びレンジングを行うこ
とができる（Ｓ１４１３）。中断時間が定義されていない場合は、上述の実施例と同様に
、ＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージによって特定される動作時間に、サービング搬送波と
の接続を中断し、ターゲット搬送波との同期化及びレンジングを行ってもよい。
【０１９５】
　端末はＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージによって特定される動作時間に、ターゲット搬
送波でＡＡＩ＿ＣＭ－ＩＮＤメッセージを伝送したり、ターゲット搬送波でＢＲまたはＣ
ＱＩ　ｒｅｐｏｒｔを伝送することによって、搬送波変更の成功を基地局に知らせること
ができる（Ｓ１４１４）。
【０１９６】
　本実施例によって、ＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージのパラメータの一部は、表１６の
ように定義されてもよい。
【０１９７】
【表１６】

　ＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージの動作コードが１１と定義される場合に、専用レンジ
ングを用いる一実施例において、ＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージにＣＤＭＡ＿ＲＮＧ＿
ＦＬＡＧフィールドが含まれ、ＣＤＭＡ＿ＲＮＧ＿ＦＬＡＧフィールドが１に設定される
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と、専用ＣＤＭＡレンジングコード／機会（ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　ＣＤＭＡ　ｒａｎｇｉ
ｎｇ　ｃｏｄｅ／ｏｐｐｏｒｔｕｎｉｔｙ）が含まれればよい。これによるＡＡＩ＿ＣＭ
－ＣＭＤメッセージのパラメータの一部は、表１７のように定義されてもよい。
【０１９８】
【表１７】

　図１４ｂ及び図１４ｃを参照して、上述したＣＤＭＡレンジングフラグフィールドの値
に基づく手順を説明する。
【０１９９】
　図１４ｂを参照して、ＣＤＭＡ＿ＲＮＧ＿ＦＬＡＧ値が０である場合における搬送波変
更手順について説明する。単一搬送波端末が、動作コードが１１である搬送波変更に該当
するＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージを、基地局から受信することができる（Ｓ１４２１
）。動作コード１１に該当する場合に、ＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージは、ターゲット
搬送波インデックス（Ｔａｒｇｅｔ　ｃａｒｒｉｅｒ　ｉｎｄｅｘ）、中断時間（ｄｉｓ
ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　ｔｉｍｅ）、動作時間（ａｃｔｉｏｎ　ｔｉｍｅ）、レンジング
指示子（Ｒａｎｇｉｎｇ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）を含むことができる。
【０２００】
　単一搬送波端末に対してＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージによって特定されるターゲッ
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ト搬送波は、物理搬送波インデックスを指すことができる。端末は、ＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭ
Ｄメッセージに応答してＡＡＩ＿ＣＭ－ＩＮＤメッセージを伝送してもよいが（Ｓ１４２
２）、後述するように、搬送波変更の確認メッセージとしてＡＡＩ＿ＣＭ－ＩＮＤメッセ
ージが用いられる場合は、サービング搬送波を通じたＡＡＩ＿ＣＭ－ＩＮＤメッセージの
伝送は省略されてもよい。
【０２０１】
　ＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージにより特定される中断時間は、端末がＡＡＩ＿ＣＭ－
ＣＭＤメッセージを複号化するのにかかる時間と、ＡＡＩ＿ＣＭ－ＩＮＤメッセージを伝
送する時間とを合わせた時間が経過した後の時点に設定されるとよい。このように設定さ
れる中断時間に、端末は、サービング搬送波との接続を中断し、ターゲット搬送波への搬
送波変更を行うことができる（Ｓ１４２３）。
【０２０２】
　ＣＤＭＡ＿ＲＮＧ＿ＦＬＡＧ値が０の場合に、ＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージにより
特定される動作時間は、ターゲット搬送波への搬送波変更に成功した後、端末がターゲッ
ト搬送波で確認メッセージ（ＡＡＩ＿ＣＭ－ＩＮＤ、ＢＲまたはＣＱＩ　ｒｅｐｏｒｔ）
を伝送する時間と設定できる（Ｓ１４２４）。
【０２０３】
　図１４ｃを参照して、ＣＤＭＡ＿ＲＮＧ＿ＦＬＡＧ値が１である場合における搬送波変
更手順について説明する。図１４ｃにおけるＳ１４３１乃至Ｓ１４３２の手順は、図１４
ｂにおけるＳ１４２１乃至Ｓ１４２２の手順とＣＤＭＡ＿ＲＮＧ＿ＦＬＡＧ値が異なる以
外は、実質的に同様に行うことができる。
【０２０４】
　ＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージにより特定される中断時間は、端末がＡＡＩ＿ＣＭ－
ＣＭＤメッセージを複号化するのにかかる時間と、ＡＡＩ＿ＣＭ－ＩＮＤメッセージを伝
送する時間とを合わせた時間が経過した後の時点と設定できる。このように設定される中
断時間に、端末は、サービング搬送波との接続を中断し、ターゲット搬送波を通じて同期
化及びレンジングを行うことができる（Ｓ１４３３）。
【０２０５】
　ＣＤＭＡ＿ＲＮＧ＿ＦＬＡＧ値が１の場合にＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージにより特
定される動作時間は、ターゲット搬送波とのＣＤＭＡレンジングのために端末がターゲッ
ト搬送波でＣＤＭＡレンジングコードを伝送する時間と設定できる（Ｓ１４３４）。この
場合、中断時間の後に、搬送波変更手順中に、ターゲット搬送波との同期化のためにＡＡ
Ｉ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージにより搬送された専用ＣＤＭＡレンジングコード／機会を用
いてレンジングを行うことができる。
【０２０６】
　ここで、搬送波変更準備（ターゲット搬送波活性化）のための所定の期限（ｄｅａｄｌ
ｉｎｅ）に対するフィールドが、ＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージ内で定義されてもよい
。搬送波変更準備期限に対する値は、中断時間からターゲット搬送波を活性化にするのに
かかる時間までと設定できる。搬送波変更準備期限前にＣＤＭＡレンジングに成功した場
合に、端末は、ターゲット搬送波を通じて確認メッセージ（ＡＡＩ＿ＣＭ－ＩＮＤ、ＢＲ
またはＣＱＩ　ｒｅｐｏｒｔ）を伝送できる（Ｓ１４３５）。一方、搬送波変更準備期限
以前にＣＤＭＡレンジングに失敗した場合は、端末と基地局はサービング搬送波を通じて
サービスを再開してもよい。
【０２０７】
　以下では、搬送波管理手順を用いた単一搬送波支援端末の搬送波変更に対する本発明の
実施例について説明する。
【０２０８】
　単一搬送波支援端末に対する搬送波変更手順を、下記のように別に定義することができ
る。
【０２０９】
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　基地局は、ロードバランシング目的、搬送波の可変するチャネル品質または他の理由か
ら、現在サービング搬送波でＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤＭＡＣ制御メッセージを用いて、端末
がサービング搬送波をその基地局の可用完全設定搬送波の一つに変更するように指示でき
る。単一搬送波支援端末が、動作コードが１に設定されたＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤＭＡＣ制
御メッセージを受信すると、端末は、動作時間前にＡＡＩ＿ＣＭ－ＩＮＤ ＭＡＣ制御メ
ッセージを伝送できる。
【０２１０】
　動作時間後に、端末はハードウェア（例えば、ＲＦ中心周波数）再設定を行い、ターゲ
ット搬送波にスイッチングできる。ＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージのＣＤＭＡ＿ＲＮＧ
＿ＦＬＡＧが１に設定される場合に、端末は、ターゲット搬送波で専用レンジング手順を
行うことができる。この動作を成功的に完了した後に、端末は、ターゲット搬送波に成功
的に変更したことを通知する帯域幅要請（ＢＲ）を基地局に伝送できる。端末が、伝送す
るアップリンクデータを有する場合に、一般的な帯域幅要請手順に従う。端末が、伝送す
るアップリンクデータを有しない場合は、０の帯域幅要請サイズを有する帯域幅要請を伝
送できる。基地局は、端末から帯域幅要請を受信した後に、ターゲット搬送波を通じて制
御信号及びデータを伝送できる。共通ＭＡＣがサービング及びターゲット搬送波の両方を
管理する場合には、ターゲット搬送波を通じたネットワーク再進入手順は要求されない。
基地局は、サービング搬送波と異なるターゲット搬送波のシステム情報をサービング搬送
波を通じて提供できる。基地局は、端末がスキャニング無しで搬送波変更を行うように指
示してもよい。
【０２１１】
　搬送波変更のためのＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤ ＭＡＣ制御メッセージは、ターゲット主搬
送波インデックス（物理搬送波インデックスを指す）、動作時間、ＣＤＭＡ＿ＲＮＧ－Ｆ
ＬＡＧ、専用ＣＤＭＡレンジングコード／機会（ＣＤＭＡ＿ＲＮＧ－ＦＬＡＧが１の場合
に含むことができる）を含むことができる。
【０２１２】
　一方、新しい動作コードを定義することによって、ＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージを
用いて単一搬送波端末が共通ＭＡＣ搬送波変更（ハンドオーバー）を行う実施例について
説明する。ＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージにおいて単一搬送波支援端末に対する搬送波
変更の動作を指示する動作コードを１０に定義することができる。ＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤ
メッセージにおいて、動作コード１０に対するターゲット搬送波の物理搬送波インデック
ス、動作時間、ＣＤＭＡ＿ＲＮＧ－ＦＬＡＧ、専用ＣＤＭＡレンジングコード／機会に対
するフィールドをさらに含むことができる。この場合におけるＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッ
セージのパラメータの一部は、表１８のように定義できる。
【０２１３】
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【表１８－１】

【０２１４】
【表１８－２】

　次に、ＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージにおいて新しい指示類型（ｉｎｄｉｃａｔｉｏ
ｎ　ｔｙｐｅ）フィールドを定義して単一搬送波端末の搬送波変更を支援する本発明の実
施例について説明する。
【０２１５】
　本実施例では、ＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージの動作コードのうち、主搬送波変更を
表す動作コード「１」が「搬送波変更」を表すと定義することができる。これにより、動
作コードが１である場合の指示類型フィールドを定義し、端末類型（多重搬送波支援端末
：０、単一搬送波支援端末：１）による主搬送波変更／搬送波変更のフィールドを別に定
義することができる。例えば、端末類型が単一搬送波支援端末である場合を指示類型１に
設定し、これに応じてターゲット搬送波の物理搬送波インデックス、動作時間、ＣＤＭＡ
＿ＲＮＧ＿ＦＬＡＧ、及び専用ＣＤＭＡレンジングコード／機会に対するフィールドを新
しく定義することができる。この場合におけるＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージのパラメ
ータの一部は、表１９のように定義できる。
【０２１６】
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【表１９－１】

【０２１７】
【表１９－２】

　または、動作コード「１」である場合における指示類型０及び１の両方に対してターゲ
ット搬送波インデックス及び動作時間フィールドは共有し、指示類型０（多重搬送波支援
端末）に対してはサービング主搬送波の次の状態フィールドを定義し、指示類型１（単一
搬送波支援端末）に対してはＣＤＭＡ＿ＲＮＧ＿ＦＬＡＧ及び専用ＣＤＭＡレンジングコ
ード／機会に対するフィールドを定義することを考慮することができる。この場合におけ
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るＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージのパラメータの一部は、表２０のように定義できる。
【０２１８】
【表２０－１】

【０２１９】
【表２０－２】

　上述した種々の実施例において、ＣＤＭＡ専用レンジングの代わりに、周期的レンジン
グが行われてもよく、動作時間が、ＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージの再伝送時間よりも
大きい値に設定されてもよい。
【０２２０】
　以下では、多重搬送波動作におけるネットワーク進入手順に関する本発明の一実施例に
ついて説明する。
【０２２１】
　上述のように、多重搬送波モードにおいて、ネットワーク進入は、基本的に単一搬送波
モードにおけるネットワーク進入と同一であり、基地局及び端末が登録（ｒｅｇｉｓｔｒ
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ａｔｉｏｎ）手順中に多重搬送波モードに対する支援を表示できる。初期ネットワーク進
入中に、端末は、登録要請（ＡＡＩ＿ＲＥＧ－ＲＥＱ）メッセージを用いて、自身が多重
搬送波伝送を支援することを基地局に知らせ、基地局は、登録応答（ＡＡＩ＿ＲＥＧ－Ｒ
ＳＰ）メッセージを用いて、その端末に対する多重搬送波モードのうち、支援するものが
あるかを表示できる。基地局と端末の多重搬送波キャパビリティにおいて、基地局と端末
が多重搬送波モードを支援しないモード、すなわち、非－多重搬送波モード（Ｎｏ　ＭＣ
　ｍｏｄｅｓ）を有する場合を想定できる。これは、登録要請／応答メッセージの２ビッ
トコードが「００」に設定される場合に該当できる。この場合におけるネットワーク進入
手順において端末の初期化動作を、図１５を参照して説明する。
【０２２２】
　既存の端末初期化動作において、ネットワーク進入手順（Ｓ１５０１）、準備された接
続の確立（Ｓ１５０２）及び動作（Ｓ１５０３）段階の後に、基地局と端末が共通の多重
搬送波モードを支援するか否かを判定する代わりに、本実施例では、基地局が非－多重搬
送波モードであるキャパビリティを有するか否かを判定できる（Ｓ１５０４）。基地局が
非－多重搬送波モードのキャパビリティを有すると、単一搬送波に対して定義された手順
に従って端末の初期化を行うことができる（Ｓ１５０５）。基地局が非－多重搬送波モー
ド以外の多重搬送波キャパビリティ（例えば、多重搬送波集約モード、多重搬送波スイッ
チングモードなど）を有すると、端末が基地局から多重搬送波公示（ＡＡＩ＿ＭＣ－ＡＤ
Ｖ）メッセージを受信したか否かを判定する段階に進むことができる（Ｓ１５０６）。端
末が基地局からＡＡＩ＿ＭＣ－ＡＤＶメッセージを受信した場合に、端末の多重搬送波キ
ャパビリティが非－多重搬送波モードであるか否かを判定すればよい（Ｓ１５０７）。
【０２２３】
　端末が非－多重搬送波モードを有する場合にも、上述の本発明の実施例で説明した通り
、端末が多重搬送波ＭＡＣ制御メッセージを受信して解析し、共通ＭＡＣハンドオーバー
手順を行えるように設定できる。すなわち、非－多重搬送波モード端末がＡＡＩ＿ＭＣ－
ＡＤＶメッセージを受信して、基地局が提供する多重搬送波に関する情報をアップデート
したり、搬送波管理命令（ＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤ）メッセージを受信することを準備する
ように設定できる（Ｓ１５０８）。一方、端末が非－多重搬送波モード以外の多重搬送波
キャパビリティ（例えば、多重搬送波集約モード、多重搬送波スイッチングモードなど）
を有する場合には、ＡＡＩ＿ＭＣ－ＲＥＱ／ＲＳＰメッセージの送受信を通じて端末と基
地局が多重搬送波動作に対して準備するように設定できる（Ｓ１５０９乃至Ｓ１５１１）
。
【０２２４】
　または、表１と関連して説明したように、多重搬送波キャパビリティのうち、「基本多
重搬送波モード（Ｂａｓｉｃ　ＭＣ　ｍｏｄｅ）」を定義することによって、単一搬送波
端末が多重搬送波ＭＡＣメッセージを受信して解析し、共通ＭＡＣハンドオーバーを行え
るように定義してもよい。「基本多重搬送波モード」は、端末が、基地局での多重搬送波
動作（主搬送波変更及び多重搬送波動作関連最適化スキャニングに対する支援を含む）を
認識できるということを意味する。この場合における端末の初期化動作について図１６を
参照して説明する。
【０２２５】
　図１６におけるＳ１６０１乃至Ｓ１６０６段階は、図１５におけるＳ１５０１乃至Ｓ１
５０６と同一であり、重複説明は省略する。基地局からＡＡＩ＿ＭＣ－ＡＤＶメッセージ
を受信した場合、端末が「基本多重搬送波モード」を支援するか否かを判定できる（Ｓ１
６０７）。端末が基本多重搬送波モードを支援する場合に、端末は、基地局での多重搬送
波動作を認識できるので、付加的な動作無しで、端末と基地局が多重搬送波動作に対して
準備可能である（Ｓ１６１０）。端末が、基本多重搬送波モード以外の多重搬送波キャパ
ビリティを有する場合には、ＡＡＩ＿ＭＣ－ＲＥＱ／ＲＳＰメッセージの送受信により、
端末と基地局が多重搬送波動作に対して準備されることが可能である（Ｓ１６０８乃至Ｓ
１６１０）。
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【０２２６】
　以下では、搬送波集約モードで動作する端末（多重搬送波支援端末）の場合に、主搬送
波変更と関連した本発明の一実施形態について説明する。
【０２２７】
　既存の主搬送波変更手順では、ターゲット搬送波が不活性化搬送波の一つである場合に
、搬送波集約モードである端末は、サービング搬送波との接続を切った後に、主搬送波を
変更するとともに、ターゲット搬送波が準備されたことをＢＲなどを伝送することによっ
て基地局に通知すると定義している。
【０２２８】
　しかし、上述したように、現在定義されている搬送波集約とは、端末が物理層接続を維
持し、主搬送波上の制御シグナリングをモニタリングしながら、補助搬送波上のデータを
処理する多重搬送波モードのことを意味する。端末へのリソース割当は、主搬送波及び複
数個の補助搬送波の範囲を有することができる。リンク適応フィードバックメカニズムは
、主搬送波及び補助搬送波の両方に関連した測定を含む。多重搬送波集約モードにおいて
、システムは、システム負荷（すなわち、静的／動的負荷バランシング）、ピークデータ
レート、またはサービス品質要求に基づき、ダウンリンク及び／またはアップリンクに非
対称的に補助搬送波を端末に割り当ててもよい。
【０２２９】
　このように、搬送波集約モードの端末は、一つ以上の搬送波を通じて物理層接続を維持
できる。そのため、たとえターゲット搬送波が不活性化搬送波の一つであっても、端末は
、主搬送波変更のために、動作時間にサービング主搬送波との接続を切る必要がない。基
地局が主搬送波変更を行う前に、不活性化のターゲット搬送波をまず活性化させることが
できる。
【０２３０】
　したがって、主搬送波変更と関連して次のような手順を用いてもよい。端末が搬送波集
約モードである場合に、ターゲット搬送波は、活性化した完全設定された搬送波の一つで
よく、端末は、基地局によって特定された動作時間にスイッチングをした直後に、ターゲ
ット搬送波でデータ及び制御信号を受信してもよい。ターゲット搬送波が不活性化補助搬
送波の一つである場合に、基地局は、ターゲット搬送波を活性化させた後に、端末に主搬
送波変更に対するＡＡＩ＿ＣＭ－ＣＭＤメッセージを伝送できる。
【０２３１】
　図１７は、本発明に係る端末装置の好適な実施例の構成を示す図である。
【０２３２】
　図１７を参照すると、端末装置は、受信モジュール１７１０、伝送モジュール１７２０
、プロセッサ１７３０及びメモリー１７４０を含むことができる。受信モジュール１７１
０は、各種の信号、データ、情報などを、基地局などの外部から受信することができる。
伝送モジュール１７２０は、基地局などに、各種の信号、データ、情報などを伝送できる
。
【０２３３】
　プロセッサ１７３０は、受信モジュール１７１０を介して、搬送波管理に対する動作コ
ード及び媒体接近制御（ＭＡＣ）制御拡張ヘッダに確認応答メッセージの必要有無を表す
ポーリングビット（Ｐｏｌｌｉｎｇ　Ｂｉｔ）を含む搬送波管理命令（ＡＡＩ＿ＣＭ－Ｃ
ＭＤ）メッセージを基地局から受信するように制御できる。プロセッサ１７３０は、搬送
波管理命令メッセージが成功的に受信され、ポーリングビットが１に設定されている場合
に、搬送波管理命令メッセージに対する確認応答メッセージを、伝送モジュール１７２０
を介して基地局に伝送するように制御でき、搬送波管理命令メッセージの動作コードに対
応する搬送波管理指示（ＡＡＩ＿ＣＭ－ＩＮＤ）メッセージを、伝送モジュール１７２０
を介して基地局に伝送するように制御できる。
【０２３４】
　プロセッサ１７３０は、その他にも、端末装置が受信した情報、外部に伝送する情報な
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どを演算処理する機能を果たし、メモリー１７４０は、演算処理された情報などを所定時
間記憶することができ、バッファー（図示せず）などの構成要素に取り替えてもよい。
【０２３５】
　図１８は、本発明に係る基地局装置の好適な実施例の構成を示す図である。
【０２３６】
　図１８を参照すると、基地局装置は、受信モジュール１８１０、伝送モジュール１８２
０、プロセッサ１８３０及びメモリー１８４０を含むことができる。受信モジュール１８
１０は、各種の信号、データ、情報などを、端末などの外部から受信することができる。
伝送モジュール１８２０は、端末などに、各種の信号、データ、情報などを伝送できる。
【０２３７】
　プロセッサ１８３０は、伝送モジュール１８２０を介して、搬送波管理に対する動作コ
ード及び媒体接近制御（ＭＡＣ）制御拡張ヘッダに確認応答メッセージの必要有無を表す
ポーリングビット（Ｐｏｌｌｉｎｇ　Ｂｉｔ）を含む搬送波管理命令（ＡＡＩ＿ＣＭ－Ｃ
ＭＤ）メッセージを、端末に伝送するように制御できる。プロセッサ１８３０は、搬送波
管理命令メッセージが端末に成功的に受信され、ポーリングビットが１に設定されている
場合に、端末から伝送される搬送波管理命令メッセージに対する確認応答メッセージを、
受信モジュール１８１０を介して受信するように制御でき、搬送波管理命令メッセージの
動作コードに対応する搬送波管理指示（ＡＡＩ＿ＣＭ－ＩＮＤ）メッセージを、端末から
受信するように制御できる。
【０２３８】
　プロセッサ１８３０は、その他にも、基地局装置が受信した情報、外部に伝送する情報
などを演算処理する機能を果たし、メモリー１８４０は、演算処理された情報などを所定
時間記憶することができ、バッファー（図示せず）などの構成要素に取り替えてもよい。
【０２３９】
　上記の本発明の実施例は、様々な手段により具現することができる。例えば、本発明の
実施例は、ハードウェア、ファームウェア（ｆｉｒｍｗａｒｅ）、ソフトウェアまたはそ
れらの結合などにより具現することができる。
【０２４０】
　ハードウェアによる具現の場合、本発明の実施例に係る方法は、一つまたはそれ以上の
ＡＳIＣｓ（Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃ　Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｃｉ
ｒｃｕｉｔｓ）、ＤＳＰｓ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｏｒｓ）、
ＤＳＰＤｓ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｄｅｖｉｃｅｓ）
、ＰＬＤｓ（Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｌｏｇｉｃ　Ｄｅｖｉｃｅｓ）、ＦＰＧＡｓ（
Ｆｉｅｌｄ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｇａｔｅ　Ａｒｒａｙｓ）、プロセッサ、コン
トローラ、マイクロコントローラ、マイクロプロセッサなどにより具現することができる
。
【０２４１】
　ファームウェアやソフトウェアによる具現の場合、本発明の実施例に係る方法は、以上
で説明された機能または動作を行うモジュール、手順または関数などの形態とすることが
できる。ソフトウェアコードはメモリーユニットに記憶し、プロセッサで駆動することが
できる。メモリーユニットは、プロセッサの内部または外部に設けられて、既に公知の様
々な手段によりプロセッサとデータを授受することができる。
【０２４２】
　以上開示された本発明の好ましい実施例についての詳細な説明は、当業者が本発明を具
現して実施できるように提供された。以上では本発明の好適な実施例を参照して説明した
が、当該技術の分野における熟練した当業者には、本発明の領域から逸脱しない範囲内で
本発明を様々に修正及び変更できるということが理解されるであろう。例えば、当業者は
、上記の実施例に記載された各構成を互いに組み合わせる方式で用いることができる。し
たがって、本発明は、ここに開示されている実施形態に制限されるものではなく、ここに
開示されている原理及び新規な特徴と一致する最も広い範囲を与えるためのものである。
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【０２４３】
　本発明は、本発明の精神及び必須特徴から逸脱することなく、他の特定の形態に具体化
できる。そのため、上記の詳細な説明はいずれの面においても制約的に解釈してはならず
、例示的なものとして考慮しなければならない。本発明の範囲は、添付した請求項の合理
的解釈により定めなければならず、本発明の等価的範囲内における変更はいずれも本発明
の範囲に含まれる。本発明は、ここに開示されている実施形態に制限されるものではなく
、ここに開示されている原理及び新規な特徴と一致する最も広い範囲を有するものである
。また、特許請求の範囲で明示的な引用関係を有しない請求項を結合して実施例を構成し
たり、出願後の補正により新しい請求項として含めることができる。
【符号の説明】
【０２４４】
１７１０　　受信モジュール
１７２０　　伝送モジュール
１７３０　　プロセッサ
１７４０　　メモリー
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